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ご意見は
コチラ

　織
物（
ハ
タ
オ
リ
）の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の

歴
史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な

富
士
吉
田
の
歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の

ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　８
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
は
、年
代
は
不
明

で
す
が
、中
央
の「
七
合
目
ホ
テ
ル
」と
い
う
看

板
が
手
が
か
り
と
な
り
、富
士
山
吉
田
口
登
山

道
で
の
一
コ
マ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。富
士
山
に

登
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
に
は
、馴
染
み
の
あ
る

風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　「こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年

頃
だ
と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　今
回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。市

民
の
方
の
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
た
も
の
を
、本

市
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
一
枚
に
な
り

ま
す
。

いつも癒してくれてありがとう！
いっぱい食べて大きくなってね！

渡辺 将行さん（祖父）
京子さん（祖母）

市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214

渡辺 和さん(3歳)
わたなべ なぎ

Special Issue
P3 看護専門学校 入学生募集
P8 紙類と事業ごみの正しい出し方

まちに響いた
夏の歓声 ！

市民夏まつり

広 報 9
2026
No.908





▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼
本
年
６
月
26
日
㈮
午
後
10
時
28
分

頃
、本
市
で
震
度
５
弱
の
地
震
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。突
然
の
揺
れ
に
、
多
く

の
皆
様
が
不
安
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。自
然
災
害
は
、い
つ
、ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。熊
本

県
で
７
月
28
日
㈫
に
震
度
７
を
記
録

し
た
地
震
は
、
断
層
地
震
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。山
梨
県
に
も
曽
根
丘
陵
・

塩
沢
断
層
帯
や
扇
山
断
層
な
ど
が
あ

り
、い
つ
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
防
災
の
基
礎
と
な
る「
自
助
」。こ
の

部
分
を
市
民
の
皆
様
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。私
自
身
も
３
日
分
の
水
や
保

存
食
、常
備
薬
、毛
布
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。決
し
て
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、「
ま
ず
は
最
低
限
の
備
え
を
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。大
規
模

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
公
的
な
支
援

が
届
く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。そ
の
間
、
自
分
や
家
族
、
大
切
な

人
や
ペッ
ト
を
守
れ
る
の
は
、
日
頃
か

ら
の
備
え
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

▼
こ
の
地
域
で
は
、富
士
山
の
噴
火
や

大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。噴
火
に
は
前
兆
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、地
震
を
正
確
に
予
測

す
る
こ
と
は
現
代
の
科
学
で
も
困
難

で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、「
正
し
く
恐
れ

て
、
正
し
く
備
え
る
」こ
と
が
重
要
で

す
。停
電
や
断
水
に
備
え
て
何
を
準

備
す
る
の
か
、
家
族
と
連
絡
が
取
れ

な
い
と
き
集
合
場
所
を
ど
こ
に
す
る

の
か
、外
出
先
で
起
き
た
ら
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
か
。こ
う
し

た
こ
と
を
日
頃
か
ら
話
し
合
っ
て
お

く
だ
け
で
も
、い
ざ
と
い
う
時
の
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
本
市
で
は
、『
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
』
や
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、日
頃
の
備
え
と
冷
静

な
判
断
に
よ
っ
て
被
害
を
減
ら
す
こ

と
は
で
き
ま
す
。市
の
「
防
災
の
日
」

（
毎
年
９
月
第
１
日
曜
日
）
の
避
難
訓

練
へ
の
参
加
や
家
族
で
防
災
に
つ
い
て

話
す
機
会
は
、
大
切
な
も
の
を
守
る

た
め
の
貴
重
な
時
間
と
な
る
は
ず
で

す
。

日
頃
の
備
え
が

大
切
な
人
の
未
来
を
守
る

市長
コ ラ ム

No.7

イラスト：野良 颯美

看護専門学校 入学生募集

市立看護専門学校はココがすごい！

　今年から「特別入試」の選考方法を変更し、挑戦しやすくなります。
社会人学生も在籍！チャレンジお待ちしています。

※試験申込の詳細は「2027年度募集要項」かホームページをご確認ください

ホームページ

※【訂正】市民カレンダー記載の10月24日（土）から試験日が変更となりました
※一般入試（前期）・第2回特別入試の募集は、11月に始まります。広報11月号でお知らせします

15,000円申込方法 Ｗeb登録 入学検定料

看護師国家試験の
合格率100%
（令和7年度実績）

ポイント1
県内一

学費が安い
（月額17,000円）

ポイント2
就学資金制度が

充実
（市では月額5万円貸与）

ポイント3

区　分

推 薦 入 試 9月 3日（木）
～　　 
18日（金）

10月3日（土）※
小論文・面接

小論文・面接・自己アピールシート
第1回特別入試
（社会人等）

出 願 期 間 試 験 日 選 考 方 法・試 験 科 目

問合せ■看護専門学校 ☎24-8787

人ひとコマ�����������������������������������
市長コラム／看護専門学校�入学生募集������
ハタオリマチフェスティバル2026�����������
移住者からみた富士吉田暮らし�第9弾�������
文化・教育・体育功労者の紹介����������������
農業委員�農地利用最適化推進委員の紹介����
紙類と事業ごみの正しい出し方��������������
富士吉田市立病院�看護師募集／FCふじざくら山梨��
市政ホットトピックス�����������������������

目次

　「人の役に立つ仕事ってカッコいい。」高校生の頃にそう考えた渡
邊さんは、その思いから、将来どこでも働ける資格である看護師を志
しました。志望通り、市立看護専門学校に進学し、現在は富士吉田市
立病院で勤務する傍ら、同窓会長として後輩たちの学びを支えてい
ます。さわやかな笑顔が印象的で、その言葉の一つ一つからは、患者
と真摯に向き合う強い姿勢が伺えました。
　看護学生時代に特に印象に残っているのは、内科や外科などさま
ざまな診療科で患者を担当する「領域別実習」です。数カ月にわた
り実際の医療現場で患者を担当し、看護の基本から応用までを身に
付けました。その学びは、卒業後の現場でもそのまま活かされてい
ると話します。また、「自分の行動には必ず根拠を持つ」という教え
を今も信条とし、常に意識しながら日々の看護に向き合っているそ
うです。
　「看護師は、人生の節目に立ち会う責任ある仕事です。患者や家族
から厳しい言葉を受けることもありますが、『ありがとう』の一言が
何よりの励みになります。患者さんやご家族の思いに寄り添い、『こ
の人に頼ってよかった』と思ってもらえる看護師でありたいです。」
その言葉どおり、取材中の丁寧な受け答えからも、相手を尊重する姿
勢が自然と伝わってきました。
　今回、約900名からなる同窓会より、高性能な看護モデル人形
「S

シ ナ リ オ
CENARIO」を母校へ寄贈。「地域医療を支える後輩たちに、より良

い学びの環境を届けたい。」という思いから実現しました。「看護師は
大変ですが、とてもやりがいのある仕事です」。患者だけでなく、未
来の看護師にも寄り添うその姿勢に、同窓会長としての熱い使命感
が感じられました。
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市では、ふじよしだ定住促進センターを設置し、
移住を検討する方へのサポートを実施しています。

富士吉田に移り住んだ皆さんから、
移住のきっかけや本市の魅力について聞きました。

からみた移 住 者

小坂 タイチ

イラストレーター・デザイナー

東京都三鷹市より移住

こ  さか
ヤン・ユヒ

接客販売業

韓国→大阪より移住

や   ん     　ゆ  ひ

町の中でさまざまなイベントが開催されていて、その面白さ
に惹かれたのがきっかけです。
特に昨年の FUJI TEXTILE WEEK の期間に富士吉田に旅
行で来て、世界中のアーティストと地元の織物工場がコラ
ボした作品が町全体に展示されていることに感動しました。
ここに住んだらなんか面白い仕事ができそうだなと思い移
住しました。

条件にぴったりの土地と
運命的に出会い「ここに
住みたい」と思ったことが
きっかけです。また、子ど
もが自立し、仕事もある程
度リモートでできるように
なったことも大きいです。

移住のきっかけ

西裏夜市、市制祭、火祭り、ハタフェスなど、毎月イベントが
あって、いつ来ても楽しめるところです。隠れた美味しいお
店めぐりも好きです。

出会った人がみんな優しく、人情深いところです。
夜になると聞こえてくる虫やカエルの大合唱も、まるで毎日
キャンプをしているようで楽しく感じています。

富士吉田の好きなところ

長い歴史を持つ織物産地であることに驚きました。移住する
前から知識はありましたが、実際に職人さんたちの作業を見
たり勉強したりしながら、この町が続けてきた織物の技術の
素晴らしさを改めて実感しました。また、道ですれ違う住民の
方 と々自然にあいさつをすることです。大阪ではなかなか体
験できなかったことで、とても温かい文化だと感じています。
さらに、ごはん会など、移住者が地域になじみやすいイベン
トが多く、町への愛着や人の温かさを実感できます。

同じ苗字の方がとても多いことに驚きました。
また、富士吉田市の防災アプリがあることもですが、その中
におくやみ情報や学校給食の献立まで掲載されていること
には大変驚きました。
節分には還暦の方からミカンをいただいたり、神社の舞台
からお菓子やお金をまく行事に参加したりしました。
こうした昔ながらの文化や地域のつながりが今も大切に受
け継がれていることが、とても素晴らしいと感じています。

富士吉田の文化や習慣で驚いたこと

韓国から遊びに来る友達に、富士吉田を案内したいです
（まずは車を買うことが目標）。

本業のデザインやイラストのほかに、伝統工芸の和竿製作
にも取り組んでいます。
これまでのものづくりの経験を生かし、富士吉田産の織物と
コラボレーションした商品づくりにも挑戦していきたいです。

富士吉田でチャレンジしたいこと

9第 弾

空気が良くて、起きたら富士山を見て1日を始められること
です。

のんびりと穏やかな気持ちで、仕事も暮らしも楽しめるよう
になりました。

富士吉田に移住して良かったこと

地元の織物製品や生地、全国各地から集まった織物製品、作家さんの雑
貨、おいしい食べ物、ワークショップ、まち歩きなどさまざまなコンテンツで
賑わうハタオリマチフェスティバル。出店者や会場などの詳細は、公式ホー
ムページまたは公式Instagramにて随時発信していきます。

ハタオリマチフェスティバル2026

10月17日（土） 10月18日（日）
午前10時～午後5時 午前10時～午後4時

●問合せ ： 富士山課　内線425 ホームページ

問合せ■ふるさと魅力推進課 ☎内線232
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問合せ　教育功労者／学校教育課　☎内線 513　　文化・体育功労者／生涯学習課　☎内線 516・531

文化・教育・
体育功労者

農業委員
農地利用最適化推進委員 の紹介

富士吉田市農業委員

市内全域での農地パトロール（利用状況調査）を実施

本年度の富士吉田市文化・教育・体育功労者が発表されました。
この表彰は、芸術文化をはじめとするさまざまな分野で、
長年にわたりご尽力された方々に贈られます。
本年度の表彰は、文化功労者１名、
教育功労者３名、体育功労者３名の方々です。
受賞された皆さん、おめでとうございます。

　本市では、市内を６つの地区に分け、それぞれが担当する地区で農業委員、農地利用最適化推進委員として活動し
ています。令和８年７月、新たに農業委員、農地利用最適化推進委員が決まりましたので紹介します。  　　　（敬称略）

　各地区の農業委員、農地利用最適化推進委員が農地を見回り、耕作の状況な
どを見て「遊休農地（荒廃農地）」（※）になっているかどうかを判断します。 
　農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂による害虫などの温床となるだけでな
く、ゴミの不法投棄による悪臭や汚水の発生源となり、近隣農業者や周辺住民に大
きな迷惑になります。除草、病害虫駆除など、農地の適正な管理をお願いします。
　なお、農地の貸付等を希望される場合は、各地区の農業委員、農地利用最適化
推進委員または農業委員会事務局までご相談ください。

岳麓俳句協会会長、日本伝統
俳句協会山梨県支部長を歴任
し、地域文化の振興と後進の育
成、俳句文化の普及に貢献され
ています。

鈴木 文代さん（74歳・中村）
すず  き　 ふみ  よ

文化
功労者

の紹介

教育
功労者

生徒指導における職員体制・組織
作りや、山梨県の教育水準の維持
向上に尽力されるなど、公立学校
教諭として38年の長きにわたり教
育の振興充実に貢献されました。

堀内 悟さん（65歳・幸町）
ほり うち  さとる

教育
功労者

生徒指導や学校施設の改善、
教育指導体制の確立を図るな
ど、公立学校教諭として35年の
長きにわたり子どもたちの健全
育成に貢献されました。

勝俣 光司さん（66歳・小明見）
かつまた   こう  じ

教育
功労者

選択制授業の導入や、スクール
ガードリーダーの指導に尽力さ
れるなど、公立学校教諭として
38年の長きにわたり子どもたち
の健全育成に貢献されました。

渡邊 昭男さん（66歳・宮下町）
わたなべ  あき  お

体育
功労者

審判やスタッフとして数多くの
陸上競技大会の運営に携わる
など、30年以上の長きにわたり、
富士吉田地域の陸上競技の普
及・発展に貢献されています。

白須 潤さん（65歳・弁天町）
しら  す   じゅん

体育
功労者

45年の長きにわたり、富士吉田市バ
ドミントン協会理事長を務める傍ら、
平成30年にはジュニアバドミントン
クラブを設立され、バドミントン競技
の普及・発展に貢献されています。

小野 博章さん（70歳・東町）
お  の   ひろあき

体育
功労者

スキースポーツ少年団活動を
通じて青少年の育成を図るな
ど、25年以上の長きにわたり、
スキー競技の普及・発展に貢献
されています。

渡邊 良雄さん（74歳・旭町）
わたなべ  よし  お

期 間
９月～１０月
目 的
① 地域の農地利用の確認
② 遊休農地の実態把握と発生防止・解消
③ 違反転用発生防止・早期発見

※遊休農地…１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる農地。また、周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地。

問合せ■農業委員会事務局　☎内線 420

羽田 善行
（下吉田地区）

渡辺 雅春
（新倉地区）

遠山 まさの
（新倉地区）

宮下 師貴
（大明見地区）

權正 常夫
（大明見地区）

勝俣 道明
（小明見地区）

志村 金三
（上暮地地区）

滝口 倉一
（上暮地地区）

農地利用最適化推進委員

小俣 創
（上吉田地区）

眞田 眞喜雄
（下吉田地区）

羽田 隆
（新倉地区）

桑原 泰男
（大明見地区）

舟久保 詔人
（小明見地区）

滝口 等
（上暮地地区）

渡邊 孝治
（下吉田地区）

梶原 久
（小明見地区）

佐藤 万𠮷
（上吉田地区）

小俣 俊子
（上吉田地区）

藤井 與三郎
（上吉田地区）

遠山 克二
（上吉田地区）

会長職務代理会長

※年齢は、令和8年9月1日現在
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※遊休農地…１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる農地。また、周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地。

問合せ■農業委員会事務局　☎内線 420

羽田 善行
（下吉田地区）

渡辺 雅春
（新倉地区）

遠山 まさの
（新倉地区）

宮下 師貴
（大明見地区）

權正 常夫
（大明見地区）

勝俣 道明
（小明見地区）

志村 金三
（上暮地地区）

滝口 倉一
（上暮地地区）

農地利用最適化推進委員

小俣 創
（上吉田地区）

眞田 眞喜雄
（下吉田地区）

羽田 隆
（新倉地区）

桑原 泰男
（大明見地区）

舟久保 詔人
（小明見地区）

滝口 等
（上暮地地区）

渡邊 孝治
（下吉田地区）

梶原 久
（小明見地区）

佐藤 万𠮷
（上吉田地区）

小俣 俊子
（上吉田地区）

藤井 與三郎
（上吉田地区）

遠山 克二
（上吉田地区）

会長職務代理会長

※年齢は、令和8年9月1日現在

7 広報ふじよしだ   ９月号



紙類

事業ごみ

■ 収集は１週間おき（隔週）です！

■ 事業ごみとは？

■ リサイクルステーションもご利用ください！

リサイクルステーションの
場所はこちら

　今回は、紙類と事業ごみの出し方を特集します。ごみステーションは地域の皆さんが共同で
利用する場所です。ルールを守り、きれいなまちをつくりましょう。

　「何日も前に出した段ボールが、ごみステーションか
ら収集されない。」
　それ、収集を行わない週に出してないでしょうか？
　新聞紙・チラシ・雑誌類・書籍類・段ボールなどの紙
類は、１週間おきに収集を行っています。

　店舗、オフィス、工場などの事業活動で生じたごみが「事業ごみ」で
す。廃棄物は、一般家庭の日常生活で生じた「家庭ごみ」と大きく2つ
に分かれます。

■ ごみステーションに出せません！
　事業ごみの収集は、市では行いませ
ん。法律により、事業者は自らの責任で
適正に処理することが義務付けられて
います。ごみステーションに出すと、不
法投棄になる可能性があります。また、
ごみステーションの容量を圧迫するだ
けでなく、処理費用を税金で賄うことに
なるため、市民全体の負担となってしま
います。

富士吉田市立病院
看
護
師
募
集

問
合
せ
■

市
立
病
院
　管
理
課

☎
（22） 

４
１
１
１

募集職種および募集人員
採  用  日■令和9年4月1日
申込期間■9月1日(火)～10月21日(水)
提出書類■①自筆履歴書（指定様式）
　　　　　②看護師または助産師免許を取得
　　　　　　している方はその写し
　　　　　③新卒予定者と資格取得見込者は
　　　　　　成績証明書
申込方法■市立病院２階管理課への持参、
　　　　　または郵送
　　　　　※郵送の場合、必ず「書留」で
　　　　　　締切日必着
試験内容■

募集職種 募集人員

看護師Ａ

看護師Ｂ
若干名

11月7日(土)
市立病院
２階
講堂

＜午前＞
小論文・適性検査
＜午後＞
面接試験

試験日 場所 内容

年齢要件や受験資格など、
詳細はこちら

例)
事業系一般廃棄物…飲食店などで出る生ごみ・残飯、事業所などで発生する
　　　　　　　　　コピー用紙その他紙類など
産業廃棄物…民泊や飲食店から発生するプラスチック製品や空きカン・空き
　　　　　　ビンなど

　紙類は、市内８カ所にあるリサイクルステーションにも出すことができます。年末年始を除き24時間
資源物を出すことができ、雨などで濡れる心配もありません。ぜひご利用ください。
※リサイクルステーションの詳細は、今後、広報誌に掲載予定です。

■ 当日の朝に出しましょう！
　紙類は非常にデリケートです。収集日以外の日に出
すと、雨などで濡れた場合、重くなったり破れたりするた
め、作業員の収集が困難となります。また、資源として再
利用できなくなることがあります。必ず収集日当日、かつ
午前８時までにごみステーションへ出してください。
※ 収集日 は、地区によって異なります。毎月の広報または
CATVデータ放送をご覧ください

問合せ■環境美化センター ☎22-0030

紙類 事業ごみと の 正しい出し方

産業廃棄物
廃棄物

家庭ごみ

事業ごみ

事業系一般廃棄物

　 間違えて事業ごみ
をごみステーション
に出してしまったらど
うなる？

　 事業ごみと判断されたものや
収集できないものなどは、収集さ
れず「警告シール」が貼られて残さ
れます。ごみを出した方に持ち帰り
をお願いします。悪質な不法投棄
とみなされた場合は、法律により罰
則が科されることがあります。

　 いいえ、出せません。量の多い
少ないにかかわらず、事業活動で
生じたごみは全て事業ごみです。
また、指定ごみ袋は 家庭ごみ
専用です。事業ごみには利用で
きません。

　 商店街の店舗だけど、少量な
ら家庭ごみと一緒に緑色の指定
ごみ袋に入れてごみステーション
に出してもいい？

　 いいえ、事業活動で出た段ボー
ルは、ごみステーションやリサイク
ルステーションには出せません。リ
サイクル可能な紙類・段ボールで
も、事業所から出たものは事業者自
ら収集を依頼するか、環境美化セン
ターへ持ち込む必要があります。

　 飲食店や事務所で使った段
ボールは、紙類の収集日にごみス
テーションに出していい？

□ 事業ごみは出していませんか？
　 （事業者の責任で適正に処理しましょう）

□ 紙類を毎週出していませんか？
　 （１週間おき（隔週）の収集です）

富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています

❶ 1996年5月17日
❷ MF
❸ みなみ
❹ 味方との連携プレー
❺ 音楽鑑賞
❻ 自然

❶ 生年月日　❷ ポジション
❸ ニックネーム　❹ 自分の武器
❺ 趣味　❻ 山梨県といえば

❶ 2003年1月11日
❷ MF
❸ みっふぃー
❹ ロングシュート、コンビネーションプレー
❺ カフェ巡り、堅あげポテトの新作探し
❻ 富士山

❶ 2006年6月23日
❷ FW
❸ てら、こは
❹ 手足の長さ
❺ サウナ
❻ 河口湖

❶ 2003年9月10日
❷ FW
❸ ちな
❹ シュート力
❺ ドラマ鑑賞
❻ 富士山、富士急

２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
選
手
紹
介

～ 2026シーズン～

井原 美波
い はら  みなみ

島村 美風
しまむら  みふう

寺田 心春
てら だ    こ  はる

林 知奈
はやし  ち   な背番号 背番号 背番号 背番号

FCふじざくら山梨
公式Instagram公式X

通所支援ベルテール富士吉田園でサッカー教室を開催！
7月29日（水）、脇田紗弥、井原美波、鈴木紋伽の3選手が、通所支援ベル
テール富士吉田園を訪問し、サッカー教室を開催しました。
今回は「力の強弱を考えること」、「友達と協力すること」をテーマに実施。
パスとシュートの強さの違いや、仲間と協力することの大切さを伝えなが
ら、子どもたちと楽しくボールを追いかけました。
～脇田紗弥選手よりメッセージ～
「暑い中、一生懸命サッカーに取り組んでくれてありがとう！みんなと一緒
にサッカーができてとても楽しかったです。また一緒にサッカーしようね！
ぜひ試合にも遊びに来てください。スタジアムで待っています！」

事業ごみに関する
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紙類

事業ごみ

■ 収集は１週間おき（隔週）です！

■ 事業ごみとは？

■ リサイクルステーションもご利用ください！

リサイクルステーションの
場所はこちら

　今回は、紙類と事業ごみの出し方を特集します。ごみステーションは地域の皆さんが共同で
利用する場所です。ルールを守り、きれいなまちをつくりましょう。

　「何日も前に出した段ボールが、ごみステーションか
ら収集されない。」
　それ、収集を行わない週に出してないでしょうか？
　新聞紙・チラシ・雑誌類・書籍類・段ボールなどの紙
類は、１週間おきに収集を行っています。

　店舗、オフィス、工場などの事業活動で生じたごみが「事業ごみ」で
す。廃棄物は、一般家庭の日常生活で生じた「家庭ごみ」と大きく2つ
に分かれます。

■ ごみステーションに出せません！
　事業ごみの収集は、市では行いませ
ん。法律により、事業者は自らの責任で
適正に処理することが義務付けられて
います。ごみステーションに出すと、不
法投棄になる可能性があります。また、
ごみステーションの容量を圧迫するだ
けでなく、処理費用を税金で賄うことに
なるため、市民全体の負担となってしま
います。

富士吉田市立病院
看
護
師
募
集

問
合
せ
■

市
立
病
院
　管
理
課

☎
（22） 

４
１
１
１

募集職種および募集人員
採  用  日■令和9年4月1日
申込期間■9月1日(火)～10月21日(水)
提出書類■①自筆履歴書（指定様式）
　　　　　②看護師または助産師免許を取得
　　　　　　している方はその写し
　　　　　③新卒予定者と資格取得見込者は
　　　　　　成績証明書
申込方法■市立病院２階管理課への持参、
　　　　　または郵送
　　　　　※郵送の場合、必ず「書留」で
　　　　　　締切日必着
試験内容■

募集職種 募集人員

看護師Ａ

看護師Ｂ
若干名

11月7日(土)
市立病院
２階
講堂

＜午前＞
小論文・適性検査
＜午後＞
面接試験

試験日 場所 内容

年齢要件や受験資格など、
詳細はこちら

例)
事業系一般廃棄物…飲食店などで出る生ごみ・残飯、事業所などで発生する
　　　　　　　　　コピー用紙その他紙類など
産業廃棄物…民泊や飲食店から発生するプラスチック製品や空きカン・空き
　　　　　　ビンなど

　紙類は、市内８カ所にあるリサイクルステーションにも出すことができます。年末年始を除き24時間
資源物を出すことができ、雨などで濡れる心配もありません。ぜひご利用ください。
※リサイクルステーションの詳細は、今後、広報誌に掲載予定です。

■ 当日の朝に出しましょう！
　紙類は非常にデリケートです。収集日以外の日に出
すと、雨などで濡れた場合、重くなったり破れたりするた
め、作業員の収集が困難となります。また、資源として再
利用できなくなることがあります。必ず収集日当日、かつ
午前８時までにごみステーションへ出してください。
※ 収集日 は、地区によって異なります。毎月の広報または
CATVデータ放送をご覧ください

問合せ■環境美化センター ☎22-0030

紙類 事業ごみと の 正しい出し方

産業廃棄物
廃棄物

家庭ごみ

事業ごみ

事業系一般廃棄物

　 間違えて事業ごみ
をごみステーション
に出してしまったらど
うなる？

　 事業ごみと判断されたものや
収集できないものなどは、収集さ
れず「警告シール」が貼られて残さ
れます。ごみを出した方に持ち帰り
をお願いします。悪質な不法投棄
とみなされた場合は、法律により罰
則が科されることがあります。

　 いいえ、出せません。量の多い
少ないにかかわらず、事業活動で
生じたごみは全て事業ごみです。
また、指定ごみ袋は 家庭ごみ
専用です。事業ごみには利用で
きません。

　 商店街の店舗だけど、少量な
ら家庭ごみと一緒に緑色の指定
ごみ袋に入れてごみステーション
に出してもいい？

　 いいえ、事業活動で出た段ボー
ルは、ごみステーションやリサイク
ルステーションには出せません。リ
サイクル可能な紙類・段ボールで
も、事業所から出たものは事業者自
ら収集を依頼するか、環境美化セン
ターへ持ち込む必要があります。

　 飲食店や事務所で使った段
ボールは、紙類の収集日にごみス
テーションに出していい？

□ 事業ごみは出していませんか？
　 （事業者の責任で適正に処理しましょう）

□ 紙類を毎週出していませんか？
　 （１週間おき（隔週）の収集です）

富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています

❶ 1996年5月17日
❷ MF
❸ みなみ
❹ 味方との連携プレー
❺ 音楽鑑賞
❻ 自然

❶ 生年月日　❷ ポジション
❸ ニックネーム　❹ 自分の武器
❺ 趣味　❻ 山梨県といえば

❶ 2003年1月11日
❷ MF
❸ みっふぃー
❹ ロングシュート、コンビネーションプレー
❺ カフェ巡り、堅あげポテトの新作探し
❻ 富士山

❶ 2006年6月23日
❷ FW
❸ てら、こは
❹ 手足の長さ
❺ サウナ
❻ 河口湖

❶ 2003年9月10日
❷ FW
❸ ちな
❹ シュート力
❺ ドラマ鑑賞
❻ 富士山、富士急

２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
選
手
紹
介

～ 2026シーズン～

井原 美波
い はら  みなみ

島村 美風
しまむら  みふう

寺田 心春
てら だ    こ  はる

林 知奈
はやし  ち   な背番号 背番号 背番号 背番号

FCふじざくら山梨
公式Instagram公式X

通所支援ベルテール富士吉田園でサッカー教室を開催！
7月29日（水）、脇田紗弥、井原美波、鈴木紋伽の3選手が、通所支援ベル
テール富士吉田園を訪問し、サッカー教室を開催しました。
今回は「力の強弱を考えること」、「友達と協力すること」をテーマに実施。
パスとシュートの強さの違いや、仲間と協力することの大切さを伝えなが
ら、子どもたちと楽しくボールを追いかけました。
～脇田紗弥選手よりメッセージ～
「暑い中、一生懸命サッカーに取り組んでくれてありがとう！みんなと一緒
にサッカーができてとても楽しかったです。また一緒にサッカーしようね！
ぜひ試合にも遊びに来てください。スタジアムで待っています！」

事業ごみに関する
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忠霊塔前案内看板のリニューアル
Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

設置日
8月6日(木)

富士吉田市戦没者慰霊祭の挙行

・ 戦没者の慰霊塔であること、平和な世界への願いを後世に伝えるために建てられたことを記載しました。
・ QRコードを掲載し、看板内容を数カ国語に対応させました。また、戦後80年にあたり昨年遺族会が作成した冊
　子『忠霊塔の歩み』を閲覧できるようにしました。

内容

特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」に注意
Hot Topics 3

　クビアカツヤカミキリの幼虫が、サクラやウメ、モモなどバラ科の樹木内部を食い荒らし、樹木を枯らして
しまう恐れがあります。県内では７月に初めて発見されました。成虫は体長２～４センチメートルほどで、光
沢のある黒い体と、首元が赤いことが特徴です。また、被害を受けた樹木の幹や根元には、幼虫のフンや木
くずが混じった「フラス」が見られます。
　成虫やフラスを発見した場合は、成虫を速やかに捕殺するとともに、発見日時・場所・状況を記録し、写
真を撮影の上、環境政策課または富士・東部林務環境事務所へご連絡ください。

福祉課　☎内線 161問合せ環境政策課　☎30-4153 ／富士・東部林務環境事務所　☎0554-45-7810問合せ

文化祭の
詳細はこちら

看板掲載のQRコード
（日本語ページ）

参加行事

生涯学習課　☎内線 516

第74回富士吉田市文化祭の参加行事
Hot Topics 2

問合せ

　文化祭開催に伴い、文化祭参加団体が実施する各種イベントを紹介します。

　近年、五重塔と富士山という日本を象徴する風景として、国内外より多くの観光
客が訪れていますが、慰霊塔という本来の目的がほとんど知られていません。
　そこで、現在設置している案内看板の見直しを行い、多くの方に忠霊塔
が建てられた経緯や目的などを伝えるため、案内看板を新しくしました。

　先の大戦などで国のために尊い命を捧げられた本市戦没者1,055柱の英霊を慰めるととも
に、追悼の誠を捧げその冥福を祈願するため開催します。

日　時　9月11日（金）　午前10時　　　　　　場　所　市民会館３階小ホール
主　催　富士吉田市戦没者慰霊塔奉賛会　   　事務局　福祉課地域福祉担当

クビアカツヤカミキリ フラス

　厚生労働省により、令和 8年 8月1日（土）から①・②のように見直されました。
①月ごとの自己負担上限額を引き上げ
②「年間上限」を新設

8月から高額療養費制度が見直されました
Hot Topics 4

市民課国保担当　☎内線 115・176問合せ

詳細は
こちら

行事名 実施時間 実施会場

富士吉田市文化祭吟行会（岳麓短歌協会）   9月10日(木)　午前10時～午後4時 吟行会…孝徳公園 
歌評会…カフェ「縫」

富士五湖アコーステックギタークラブ   
秋の定期演奏会   9月13日(日)　午後1時～4時半 市民会館3F 小ホール

音楽のつどい オカリナ発表会 
（富士燦々オカリーナズ）   9月19日(土)　午後1時半～4時半 市民会館3F 小ホール

2026ギターアンサンブル富士TOWN CONCERT 10月  4日(日)　午後1時～5時 富楽時

第90回五湖美術展
（五湖美術会）

10月10日(土)　午前10時～午後5時 
10月11日(日)　午前10時～午後5時 
10月12日(月)　午前10時～午後3時

市民会館3F ギャラリー

ホイケ2026 フラ発表会 
（ハラウ・フラ・プメハナ） 10月10日(土)　午後1時半～4時 ふじさんホール

富士三曲協会定期演奏会 
（富士吉田尺八同好会／芙蓉筝苑） 10月11日(日)　午前10時半～午後4時 大月市民会館　大ホール

富士吉田文化祭俳句大会 （岳麓俳句協会） 10月11日(日)　正午～午後4時 富楽時
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山梨二胡の会定期演奏会 10月11日(日)　午後1時～4時 ふじさんホール
第69回定期演奏会 （富士吉田市民合唱団） 10月12日(月)　午後2時半～4時 ふじさんホール
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忠霊塔前案内看板のリニューアル
Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

設置日
8月6日(木)

富士吉田市戦没者慰霊祭の挙行

・ 戦没者の慰霊塔であること、平和な世界への願いを後世に伝えるために建てられたことを記載しました。
・ QRコードを掲載し、看板内容を数カ国語に対応させました。また、戦後80年にあたり昨年遺族会が作成した冊
　子『忠霊塔の歩み』を閲覧できるようにしました。

内容

特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」に注意
Hot Topics 3

　クビアカツヤカミキリの幼虫が、サクラやウメ、モモなどバラ科の樹木内部を食い荒らし、樹木を枯らして
しまう恐れがあります。県内では７月に初めて発見されました。成虫は体長２～４センチメートルほどで、光
沢のある黒い体と、首元が赤いことが特徴です。また、被害を受けた樹木の幹や根元には、幼虫のフンや木
くずが混じった「フラス」が見られます。
　成虫やフラスを発見した場合は、成虫を速やかに捕殺するとともに、発見日時・場所・状況を記録し、写
真を撮影の上、環境政策課または富士・東部林務環境事務所へご連絡ください。

福祉課　☎内線 161問合せ環境政策課　☎30-4153 ／富士・東部林務環境事務所　☎0554-45-7810問合せ

文化祭の
詳細はこちら

看板掲載のQRコード
（日本語ページ）

参加行事
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第74回富士吉田市文化祭の参加行事
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問合せ
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が建てられた経緯や目的などを伝えるため、案内看板を新しくしました。

　先の大戦などで国のために尊い命を捧げられた本市戦没者1,055柱の英霊を慰めるととも
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適用区分

年収目安
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（70歳以上の外来のみ）
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非課税世帯Ⅰ
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以下など）
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市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

7日月／14日月21日月・　／24日木臨時28日月／30日水月末

今月の 休 館 日

暮らしの中に図書館を

宇宙のおはなしと天体観察会１
TOPICS

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● おうちで麻辣湯レシピ

● 歌枕と景物辞典
（石神 秀幸・監修/大友 育美・薬膳指導）

（八木 意知男・著)

ビジネス・くらしに役立つ生活書・教養書

いし がみ  ひでゆき　　　　　　おおとも   いく  み

や    ぎ     い    ち    お

ほか

● 森羅記 ３
● ゾンビ回収婦
● 徳川か、豊臣か。

（北方 謙三・著）
（小砂川 チト・著）
（吉川 永青・著）

文芸書
きたかた   けん ぞう

こ    さ  がわ

よしかわ  ながはる

ほか

● ツバメ〈絵本・小学校初級向〉
● タイパわるいのダメですか？〈小学校中級向〉

● フェザー〈小学校上級向〉

● AIはどのように賢くなってきたのか〈中学生向〉

● ７日でできるキャラクター創作入門〈中・高生向〉

（孝森 まさひで写真・文）

（松素 めぐり・作／林 ユミ・絵）

（マノン・ステファン・ロス・作／野沢 佳織・訳）

（倉光 君郎・著）

（名取 佐和子・著）

児童書・ヤングアダルト

くら みつ きみ  お

まつ もと

の  ざわ か  おり

はやし

こう  もり

な  とり     さ   わ    こ

ほか

日時■9月10日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■牛山 孝介（バイオリン）
演目■愛の挨拶／エルガー・少年時代・島唄・富
　　　士山・君をのせて・いつか王子様が　ほか

『こころに ホッと コンサート』

日時■9月17日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■新田 憲子　コスモスアカデミー
演目■花笠音頭・津軽じょんから節・六段の調べ・
　　　お囃子太鼓演奏・武田節　ほか

『三味線と箏の調べ』

♪ロビーコンサート♪3
TOPICS

震災を生き抜くヒント、女性たちのリアルと絆を
４コマ漫画にして展示します
期間■８月29日（土）～９月13日（日）
場所■市民会館　１階ロビー

『パネル展示「４コマ漫画 パンジー劇場
  ～女性たちの 3.11 ～」』

図書館ＤＥ防災！！4
TOPICS

9月24日(木)
※市民会館貸し切りのため

SF小説『環の国にて』著者が贈ります。
第１部　宇宙のおはなし…『環の国にて』の舞台
　　　　をテーマにしたおはなしかい。
第2部　天体観察会…天体望遠鏡で月と金星を
　　　  観察。※雨天・曇天時は室内で星空解説
日時■9月19日（土）　午後４時30分～６時
場所■市民会館３階　会議室２
対象■小学生以上
講師■五十嵐 哲也氏（『環の国にて』著者）
申込■QRコード・図書館カウンター・
　　　電話
　　　※応募多数の場合は、抽選です

わ

わ

わ
詳細は
こちら

5月から令和9年1月まで、毎月お題をかえて実施
します。
募集期間■８月29日（土）～ ９月29日（火）
※詳細はホームページをご確認ください

2
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【
９
月
の
お
題
】

『
図
書
館
警
察
に

捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
！

そ
の
驚
き
の
罪
状
と
は
？
』

詳細は
こちら

臨時休館のお知らせ！

子育て情 局報

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
９月

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

離乳食教室
手形アート

手形アート

子育て中の就労相談

2歳歯とこころの相談
※R6.4月生
ドレスアップデー
※希望の方は要予約

ふれあいたいそう
ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月

1歳6ヵ月健診
※R7.2月生
お祝いしましょ
※誕生月の方のみ要予約

4か月健診 ※R8.5月生
にじいろPMお休み

9か月歯と離乳食の相談
※R7.12月生
ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1～6カ月

ママのためのピラティスキャリアアップ講習会
「救命救急法」
なかよしクレヨン

3歳児健診 ※R5.3月生
リトミックあそび
リフレッシュ産後ヨガ

手形アート
交流開放日・ねぞうアート

手形アート
交流開放日・ねぞうアート

交流開放日・ねぞうアート

わらべうた
ぽかぽか測定会

手形アート 手形アート

24時間講習
リズムであそぼ
交流開放日・ねぞうアート

にじいろPMお休み
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リトミックあそび
リフレッシュ産後ヨガ

手形アート
交流開放日・ねぞうアート

手形アート
交流開放日・ねぞうアート

交流開放日・ねぞうアート

わらべうた
ぽかぽか測定会

手形アート 手形アート

24時間講習
リズムであそぼ
交流開放日・ねぞうアート

にじいろPMお休み
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●
緊
急
時
や
重
症
の
場
合

　
迷
わ
ず
☎
1
1
9

●
救
急
車
か
受
診
を
迷
う
場
合

❶
こ
ど
も

　

#
8
0
0
0「
小
児
救
急
電
話
相
談
」　
　

　
※
IP
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
は

　

☎
0
5
5-

2
2
6-

3
3
6
9

❷
大
人

　

#
7
1
1
9「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
や

ま
な
し
」

　
※
IP
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
は

　
☎
0
5
5-

2
2
3-

1
4
1
8

●
休
日・夜
間
の
急
病
時
の
場
合

　
※
事
前
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

❶
在
宅
当
番
医
に
よ
る
初
期
救
急
診
療

　・山
梨
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5-

2
2
4-

4
1
9
9

　・
富
士
五
湖
消
防
本
部
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
　
☎
2
3-

4
4
4
4

❷
富
士・東
部
小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
2
4-

9
9
7
7

❸
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5-

2
7
3-

1
1
2
2

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
医
療
機
関
を
探
す
場
合

　
医
療
情
報
ネ
ッ
ト（
ナ
ビ
イ
）

　
県
内
外
の
医
療
機
関
や
休
日・
夜
間
の

当
番
医
を
確
認
で
き
ま
す
。

 

心
と
脳
を
元
気
に
！ 

つ
な
が
り
か
ら
始
め
る

「
介
護
予
防
」

　
最
近「
外
出
す
る
の
が
面
倒
だ
な
」、「
人

と
話
す
機
会
が
減
っ
た
か
も
」な
ど
と
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
は
、筋

力
の
低
下
だ
け
で
な
く
、認
知
症
や
う
つ

（
心
の
不
調
）の
リ
ス
ク
を
高
め
る
原
因
に

な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
日
々
生

活
の
中
で
、意
識
し
て
脳
や
心
を
動
か
し
、

地
域
や
人
と「
つ
な
が
り
」を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、生
活
の
中
で
①
～
③
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
１
日
１
回
は
外
の
空
気
を
吸
う（
お
散

歩
や
買
い
物
な
ど
、外
出
の
機
会
を
作

る
）

❷
誰
か
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る（
家
族
や

友
人
、お
店
の
人
と
の
挨
拶
で
も
効
果

的
）

❸
３
食
し
っ
か
り
食
べ
、夜
は
ぐ
っ
す
り

眠
る（
規
則
正
し
い
生
活
で
脳
と
心
を

整
え
る
）

　
外
出
し
て
誰
か
と
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ

す
だ
け
で
、脳
は
活
性
化
し
、心
も
す
っ
き

り
と
軽
く
な
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
お
茶
を

飲
み
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」と
い
う
そ

の
一
歩
が
、こ
れ
か
ら
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
毎
日
の
第
一
歩
で
す
。

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
の 

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

　
日
本
で
は
毎
年
約
１
万
人
の
女
性
が

子
宮
頸
が
ん
に
な
り
、
約
3
千
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
H
P
V
ワ
ク
チ
ン

は
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
原
因
と
な
る

H
P
V
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
完
了
ま
で
に

約
6
か
月
か
か
る
た
め
、日
程
に
余
裕
を

も
っ
て
接
種
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
特
に
、高
校
一
年
生
相
当
の
方
は
、期
限

に
注
意
が
必
要
で
す
。
遅
く
と
も
、1
回

目
の
接
種
を
9
月
末
日
ま
で
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
対
象

平
成
22
年
4
月
2
日
～
平
成
27
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
女
性

※
予
診
票
は
、中
学
校
一
年
生
に
な
る
時

に
市
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
10
月
18
日（
日
）開
催
の「
健
康
ま
つ
り
」

で
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
や
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
は
じ
め
、女
性
の
健
康
に
関
し
て
、山

梨
県
産
婦
人
科
医
会
の
医
師・
看
護
師
に

直
接
相
談
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
1
5
3

　
今
日
か
ら
の
小
さ
な
心
が
け
が
、未
来

の
元
気
な
あ
な
た
を
作
り
ま
す
。
ま
ず
は

今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
5

 

生
理
前
の
イ
ラ
イ
ラ
・
頭

痛
は
、あ
な
た
の
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
生
理
の
1
～
2
週
間
前
に
な
る
と「
さ

さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」、「
急
に

気
分
が
落
ち
込
む
」、「
頭
痛
や
だ
る
さ
に

襲
わ
れ
る
」な
ど
、心
身
が
不
調
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ら
は「
月
経

前
症
候
群（
P
M
S
）」と
呼
ば
れ
、女
性
ホ

ル
モ
ン
の
急
激
な
変
動
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
決
し
て
あ
な
た
の
ワ
ガ
マ
マ

や
気
分
の
ム
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
が
ツ
ラ
い
な
ら「
P
M
D
D
」　

か
も
？

　
特
に
精
神
的
な
不
調
が
強
く
、日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
状
態
を「
月
経
前
不
快

気
分
障
害（
P
M
D
D
）」と
呼
び
ま
す
。

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
激
し
い

怒
り
や
強
い
抑
う
つ
感
が
あ
る
場
合
は
、

我
慢
せ
ず
婦
人
科
な
ど
の
専
門
医
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関
で
、低
用
量
ピ

ル
や
漢
方
薬
、
抗
う
つ
薬（
S
S
R
I
）な

ど
を
用
い
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

❶
食
生
活
の
見
直
し

　
カ
フ
ェ
イ
ン
や
塩
分
、甘
い
も
の
は
控

え
め
に
。
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
B
6

を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

❷
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
ス
ト
レ
ス
発
散

　
軽
い
運
動
や
、自
分
な
り
の
息
抜
き（
好

き
な
動
画
を
見
る
な
ど
）の
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
市
販
の
漢
方
薬
や
ハ
ー

ブ（
チ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
）を
活
用
す
る
の

も
手
で
す
。

ま
ず
は「
自
分
の
パ
タ
ー
ン
」を
知
る
こ
と

か
ら

　
体
調
を
記
録
す
る「
症
状
日
記
」が
お
す

す
め
で
す
。
周
期
を
知
る
だ
け
で「
そ
ろ

そ
ろ
あ
の
時
期
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
心

構
え
が
で
き
、
格
段
に
楽
に
な
り
ま
す
。

つ
ら
い
不
調
と
上
手
に
付
き
合
い
、自
分

を
労
わ
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
情
報
提
供：
日
本
調
剤
　
昭
和
通
薬
局
　

薬
剤
師
　
高
村
徳
子
氏

救
急
時
の
相
談
・
医
療
機
関

　
9
月
9
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。
救
急

医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、自
分
や
家

族
の
命
を
守
る
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ナビイ

市
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心
の
健
康
：
子
ど
も
と
親

の
心
を
守
る「
自
己
肯
定

感
」を
育
て
よ
う

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
心
の
健
康
は
、肉
体
を
健
康
に
導
き
ま

す
。
し
か
し
、
情
報
過
多
の
現
代
社
会

は
、心
の
落
ち
着
き
を
失
い
が
ち
で
す
。

2
0
2
6
年
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、日
本
人
、特
に
子
ど
も
た
ち
の

幸
福
感
や
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、学
力
や
運

動
能
力
、
経
済
力
な
ど
を
他
人
と
比
べ

「
自
分
は
劣
っ
て
い
る
」と
感
じ
て
し
ま

う
劣
等
感
が
育
ち
や
す
い
現
代
社
会
の

環
境
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
価
値
は「
今

こ
こ
に
い
る
そ
の
ま
ま
の
自
分
」に
あ
り

ま
す
。
一
つ
の
命
は
、何
億
分
の
一
と
い

う
奇
跡
の
中
で
授
か
っ
た
、か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
す
。
そ
の
こ
と
が
心
の
底

か
ら
解わ
か
る
こ
と
が
、自
分
の
素
晴
ら
し
さ

を
認
識
す
る
自
己
肯
定
感
の
出
発
点
で

す
。

　
こ
の
心
を
育
て
る
た
め
に
、三
つ
の
習

慣
を
提
案
し
ま
す
。

　
第
一
は
、
最
近
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
新
し
く
研
究
さ
れ
た
呼
吸
法
で

す
。
毎
日
5
分
、鼻
か
ら
息
を
2
回
に
分

け
て
吸
い
、吐
く
時
間
を
吸
う
時
間
よ
り

も
長
く
し
て
、口
か
ら
ゆ
っ
く
り
吐
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、脳
か
ら
心
臓
へ「
ペ
ー

ス
を
落
と
せ
」と
い
う
信
号
が
送
ら
れ
続

け
、結
果
と
し
て
心
拍
数
が
下
が
り
、副

交
感
神
経（
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
）が
優

位
に
な
り
、自
律
神
経
が
落
ち
着
い
て
心

穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
は
言
葉
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」と

声
に
出
す
だ
け
で
、脳
内
に
幸
福
ホ
ル
モ

ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン・ド
ー
パ
ミ
ン・オ
キ

シ
ト
シ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
感
謝
の

習
慣
が
幸
福
感
を
生
み
ま
す
。

　
第
三
は
承
認
で
す
。
子
ど
も
に
も
大

人
に
も「
あ
な
た
は
そ
の
ま
ま
で
大
切
な

存
在
だ
よ
」、「
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
他
人
と
も
理
想
の

自
分
と
も
比
べ
ず「
今
の
自
分
で
十
分
に

価
値
が
あ
る
」と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

心
が
、劣
等
感
を
和
ら
げ
、勇
気
を
育
て

ま
す
。

　
毎
日
の
こ
の
３
つ
の
習
慣
が
、子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
増
や
し
、富
士
山
の
麓
か

ら
日
本
一
健
康

な
地
域
を
育
ん

で
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。
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●
緊
急
時
や
重
症
の
場
合

　
迷
わ
ず
☎
1
1
9

●
救
急
車
か
受
診
を
迷
う
場
合

❶
こ
ど
も

　

#
8
0
0
0「
小
児
救
急
電
話
相
談
」　
　

　
※
IP
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
は

　

☎
0
5
5-

2
2
6-
3
3
6
9

❷
大
人

　

#
7
1
1
9「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
や

ま
な
し
」

　
※
IP
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
は

　
☎
0
5
5-

2
2
3-

1
4
1
8

●
休
日・夜
間
の
急
病
時
の
場
合

　
※
事
前
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

❶
在
宅
当
番
医
に
よ
る
初
期
救
急
診
療

　・山
梨
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5-

2
2
4-

4
1
9
9

　・
富
士
五
湖
消
防
本
部
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
　
☎
2
3-

4
4
4
4

❷
富
士・東
部
小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
2
4-

9
9
7
7

❸
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5-

2
7
3-

1
1
2
2

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
医
療
機
関
を
探
す
場
合

　
医
療
情
報
ネ
ッ
ト（
ナ
ビ
イ
）

　
県
内
外
の
医
療
機
関
や
休
日・
夜
間
の

当
番
医
を
確
認
で
き
ま
す
。

 

心
と
脳
を
元
気
に
！ 

つ
な
が
り
か
ら
始
め
る

「
介
護
予
防
」

　
最
近「
外
出
す
る
の
が
面
倒
だ
な
」、「
人

と
話
す
機
会
が
減
っ
た
か
も
」な
ど
と
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
は
、筋

力
の
低
下
だ
け
で
な
く
、認
知
症
や
う
つ

（
心
の
不
調
）の
リ
ス
ク
を
高
め
る
原
因
に

な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
日
々
生

活
の
中
で
、意
識
し
て
脳
や
心
を
動
か
し
、

地
域
や
人
と「
つ
な
が
り
」を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、生
活
の
中
で
①
～
③
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
１
日
１
回
は
外
の
空
気
を
吸
う（
お
散

歩
や
買
い
物
な
ど
、外
出
の
機
会
を
作

る
）

❷
誰
か
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る（
家
族
や

友
人
、お
店
の
人
と
の
挨
拶
で
も
効
果

的
）

❸
３
食
し
っ
か
り
食
べ
、夜
は
ぐ
っ
す
り

眠
る（
規
則
正
し
い
生
活
で
脳
と
心
を

整
え
る
）

　
外
出
し
て
誰
か
と
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ

す
だ
け
で
、脳
は
活
性
化
し
、心
も
す
っ
き

り
と
軽
く
な
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
お
茶
を

飲
み
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」と
い
う
そ

の
一
歩
が
、こ
れ
か
ら
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
毎
日
の
第
一
歩
で
す
。

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
の 

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

　
日
本
で
は
毎
年
約
１
万
人
の
女
性
が

子
宮
頸
が
ん
に
な
り
、
約
3
千
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
H
P
V
ワ
ク
チ
ン

は
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
原
因
と
な
る

H
P
V
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
完
了
ま
で
に

約
6
か
月
か
か
る
た
め
、日
程
に
余
裕
を

も
っ
て
接
種
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
特
に
、高
校
一
年
生
相
当
の
方
は
、期
限

に
注
意
が
必
要
で
す
。
遅
く
と
も
、1
回

目
の
接
種
を
9
月
末
日
ま
で
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
対
象

平
成
22
年
4
月
2
日
～
平
成
27
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
女
性

※
予
診
票
は
、中
学
校
一
年
生
に
な
る
時

に
市
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
10
月
18
日（
日
）開
催
の「
健
康
ま
つ
り
」

で
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
や
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
は
じ
め
、女
性
の
健
康
に
関
し
て
、山

梨
県
産
婦
人
科
医
会
の
医
師・
看
護
師
に

直
接
相
談
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
1
5
3

　
今
日
か
ら
の
小
さ
な
心
が
け
が
、未
来

の
元
気
な
あ
な
た
を
作
り
ま
す
。
ま
ず
は

今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
5

 

生
理
前
の
イ
ラ
イ
ラ
・
頭

痛
は
、あ
な
た
の
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
生
理
の
1
～
2
週
間
前
に
な
る
と「
さ

さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」、「
急
に

気
分
が
落
ち
込
む
」、「
頭
痛
や
だ
る
さ
に

襲
わ
れ
る
」な
ど
、心
身
が
不
調
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ら
は「
月
経

前
症
候
群（
P
M
S
）」と
呼
ば
れ
、女
性
ホ

ル
モ
ン
の
急
激
な
変
動
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
決
し
て
あ
な
た
の
ワ
ガ
マ
マ

や
気
分
の
ム
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
が
ツ
ラ
い
な
ら「
P
M
D
D
」　

か
も
？

　
特
に
精
神
的
な
不
調
が
強
く
、日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
状
態
を「
月
経
前
不
快

気
分
障
害（
P
M
D
D
）」と
呼
び
ま
す
。

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
激
し
い

怒
り
や
強
い
抑
う
つ
感
が
あ
る
場
合
は
、

我
慢
せ
ず
婦
人
科
な
ど
の
専
門
医
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関
で
、低
用
量
ピ

ル
や
漢
方
薬
、
抗
う
つ
薬（
S
S
R
I
）な

ど
を
用
い
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

❶
食
生
活
の
見
直
し

　
カ
フ
ェ
イ
ン
や
塩
分
、甘
い
も
の
は
控

え
め
に
。
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
B
6

を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

❷
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
ス
ト
レ
ス
発
散

　
軽
い
運
動
や
、自
分
な
り
の
息
抜
き（
好

き
な
動
画
を
見
る
な
ど
）の
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
市
販
の
漢
方
薬
や
ハ
ー

ブ（
チ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
）を
活
用
す
る
の

も
手
で
す
。

ま
ず
は「
自
分
の
パ
タ
ー
ン
」を
知
る
こ
と

か
ら

　
体
調
を
記
録
す
る「
症
状
日
記
」が
お
す

す
め
で
す
。
周
期
を
知
る
だ
け
で「
そ
ろ

そ
ろ
あ
の
時
期
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
心

構
え
が
で
き
、
格
段
に
楽
に
な
り
ま
す
。

つ
ら
い
不
調
と
上
手
に
付
き
合
い
、自
分

を
労
わ
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
情
報
提
供：
日
本
調
剤
　
昭
和
通
薬
局
　

薬
剤
師
　
高
村
徳
子
氏

救
急
時
の
相
談
・
医
療
機
関

　
9
月
9
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。
救
急

医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、自
分
や
家

族
の
命
を
守
る
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ナビイ

市
ホームページ

 

心
の
健
康
：
子
ど
も
と
親

の
心
を
守
る「
自
己
肯
定

感
」を
育
て
よ
う

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
心
の
健
康
は
、肉
体
を
健
康
に
導
き
ま

す
。
し
か
し
、
情
報
過
多
の
現
代
社
会

は
、心
の
落
ち
着
き
を
失
い
が
ち
で
す
。

2
0
2
6
年
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、日
本
人
、特
に
子
ど
も
た
ち
の

幸
福
感
や
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、学
力
や
運

動
能
力
、
経
済
力
な
ど
を
他
人
と
比
べ

「
自
分
は
劣
っ
て
い
る
」と
感
じ
て
し
ま

う
劣
等
感
が
育
ち
や
す
い
現
代
社
会
の

環
境
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
価
値
は「
今

こ
こ
に
い
る
そ
の
ま
ま
の
自
分
」に
あ
り

ま
す
。
一
つ
の
命
は
、何
億
分
の
一
と
い

う
奇
跡
の
中
で
授
か
っ
た
、か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
す
。
そ
の
こ
と
が
心
の
底

か
ら
解わ
か
る
こ
と
が
、自
分
の
素
晴
ら
し
さ

を
認
識
す
る
自
己
肯
定
感
の
出
発
点
で

す
。

　
こ
の
心
を
育
て
る
た
め
に
、三
つ
の
習

慣
を
提
案
し
ま
す
。

　
第
一
は
、
最
近
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
新
し
く
研
究
さ
れ
た
呼
吸
法
で

す
。
毎
日
5
分
、鼻
か
ら
息
を
2
回
に
分

け
て
吸
い
、吐
く
時
間
を
吸
う
時
間
よ
り

も
長
く
し
て
、口
か
ら
ゆ
っ
く
り
吐
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、脳
か
ら
心
臓
へ「
ペ
ー

ス
を
落
と
せ
」と
い
う
信
号
が
送
ら
れ
続

け
、結
果
と
し
て
心
拍
数
が
下
が
り
、副

交
感
神
経（
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
）が
優

位
に
な
り
、自
律
神
経
が
落
ち
着
い
て
心

穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
は
言
葉
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」と

声
に
出
す
だ
け
で
、脳
内
に
幸
福
ホ
ル
モ

ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン・ド
ー
パ
ミ
ン・オ
キ

シ
ト
シ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
感
謝
の

習
慣
が
幸
福
感
を
生
み
ま
す
。

　
第
三
は
承
認
で
す
。
子
ど
も
に
も
大

人
に
も「
あ
な
た
は
そ
の
ま
ま
で
大
切
な

存
在
だ
よ
」、「
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
他
人
と
も
理
想
の

自
分
と
も
比
べ
ず「
今
の
自
分
で
十
分
に

価
値
が
あ
る
」と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

心
が
、劣
等
感
を
和
ら
げ
、勇
気
を
育
て

ま
す
。

　
毎
日
の
こ
の
３
つ
の
習
慣
が
、子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
増
や
し
、富
士
山
の
麓
か

ら
日
本
一
健
康

な
地
域
を
育
ん

で
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。

C
O
L
U
M
N

市
ホームページ
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問 合 せ

20
26

映画

午後 1時 30分●歯の健康相談
●健康相談・お薬相談
●減塩のススメ
●災害時の「健康食」
●骨密度測定など
●糖化度（AGEs）測定
●骨ウェーブ測定
●InBody測定
●血管年齢測定
●ベジ（野菜摂取量）チェック
●肌年齢測定
●片足立ち測定
●女性の健康相談
●健康まつりアンケートブース
※市の集団健（検）診の
　申し込みもできます。

©2023 映画「あつい胸さわぎ」製作委員会

転倒予防都市ふじよしだ5周年！
～転ばぬ先の健康チェック～

「あつい胸さわぎ」「あつい胸さわぎ」

参加
無料

映画会場入場

健康屋台健康屋台  健康相談・測定体験など

映画を見た「てんてん」
からひとこと！

富士吉田市健康づくり推進協議会
富士吉田歯科医師会、（公社）富士五湖薬剤師会、（株）山梨さえき（セルバ・おかじま）、富士吉田市食生活改善
推進員会、富士吉田市保健推進委員会、山梨県産婦人科医会、明治安田生命、住友生命、日本生命、富士吉田
市立看護専門学校
健康長寿課（事務局）　☎内線436

参加賞がもらえる
屋台もありますので
ぜひご参加ください！

参加賞がもらえる
屋台もありますので
ぜひご参加ください！

若年性乳がんを題材
に母娘の複雑な心模
様を描いた人間ドラ
マです。本市では、
がんの早期発見のた
め、がん検診の受診
を勧めています。ぜ
ひ検診を受診しま
しょう♪

富
士
吉
田
市

転
倒
予
防
キ
ャ
ラ

先
着
7
0
0
名

※

申
込
不
要

先
着
7
0
0
名

※

申
込
不
要

主　　催

協　　賛
協力団体

ふじさんホール

❶第 1駐車場（市民会館敷地内）　❷第 2駐車場（旧ワクチン接種センター）
※駐車場に限りがあります。車でお越しの方は、交通誘導係の指示に従ってください

場　所

駐車場

日　時 10月18日（日）　健康屋台：正午～午後1時30分　映画上映：午後2時

　
近
年
、流
行
を
繰
り
返
す
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
加
え
、未
知
の
新
興
感

染
症
へ
の
備
え
な
ど
、福
祉
や
保
育

の
現
場
に
お
け
る
感
染
対
策
の
重
要

性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新

興
感
染
症
対
策
と
し
て
最
も
重
要
な

「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い・広
げ

な
い
」と
い
う
基
本
は
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
特

に
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

や
、免
疫
力
が
未
発
達
な
乳
幼
児
が

過
ご
す
施
設
で
は
、事
前
の
確
実
な

予
防
と
発
生
時
の
迅
速
な
初
動
対
応

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
市
立
病
院

の
小
児
科
医
で
あ
り
、イ
ン
フ
ェ
ク

シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
ク
タ
ー

(

I
C
D)

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る

中
村
誠
先
生
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

小
児
科
の
専
門
家
の
視
点
か
ら
、病

院
で
の
感
染
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交

え
て
解
説
し
ま
す
。
現
場
で
必
須
と

な
る
手
袋
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
防
護

具
の
正
し
い
着
脱
、除
菌
や
清
掃
の

ポ
イ
ン
ト
を
演
習
形
式
で
直
接
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

日
時
　
10
月
17
日
㈯

　
　
　
午
後
1
～
4
時

場
所

　都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
4
階
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　未
知
の
新
興
感
染
症
に
も

慌
て
な
い
現
場
の
備
え 

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
か
ら
学
ぶ

　
～
高
齢・障
が
い・保
育
現
場
の
職

員
と
利
用
者
を
守
る
、
正
し
い
防

護
と
環
境
整
備
～

対
象

　高
齢
者・
障
が
い
者
施
設
の

職
員
、
保
育
所・
幼
稚
園・
認
定
こ

ど
も
園
の
職
員
、
市
町
村
担
当
者

(

職
種
は
問
い
ま
せ
ん)

申
込
方
法
　

Q
R
コ
ー
ド

参
加
料
　
無
料

主
催
　
市
立
病
院
、富
士・東
部
保
健

所
■
問
合
せ
　
市
立
病
院
感
染
管
理

担
当
　
☎（
22
）4
1
1
1（
内
線

2
7
5
5
）

市立病院だより

昨
年
大
好
評
の「
富
士
・
東
部
地
域 
感
染
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
今
年
も
開
催
！

C
O
L
U
M
N

エネルギー 191ｋcal（1 食あたり）　塩分 0.8ｇ 　調理時間 20 分

ほうれん草とトマトの卵スープ

Point作り方

今月は白色のおさら（汁物）です。
おいしい味のお手伝いをするおさらです。

ほうれん草は塩を加えた熱湯でさっと茹でて水にとり、水気を絞りざ
く切りにする。
トマトは 8 等分のくし切りにし、玉ねぎは薄切りにする。
鍋にサラダ油を熱し、玉ねぎ、ほうれん草、トマトの順に炒め、全体に
油がなじんだら、水、鶏がらスープを加える。
③が煮立ったらアクをとりA で調味する。
水溶き片栗粉でとろみをつけて、溶き卵を流し入れ半熟状になったら
火を止める。仕上げにごま油をまわし入れて完成。

トマトが苦手な人は、トマトの代わりににんじんやパプリカ
で作るのもオススメです。1

2
3

4
5

【材料　4人分】

紹介者：食生活改善推進員　久保田 壽々美（大明見）

ほうれん草 -----------１袋
塩 -------------------少々
トマト----------------２個
玉ねぎ -------------1/2 個
卵 ------------------- ２個
鶏がらスープ------ 大さじ２
サラダ油 ----------大さじ１
ごま油 --------------- 少々
水---------------- 5 カップ

取材人の感想

しょうゆ -----------小さじ１
酒 ----------------大さじ１
塩こしょう------------ 少々

片栗粉------------大さじ 2
水 ----------------大さじ４

【水溶き片栗粉】

A

まだまだ暑い日が
続きますが、トマト
の酸味でさっぱり
と食べられます！

C
O
L
U
M
N

ふじまもるくん

申し込み

16



問 合 せ

20
26

映画

午後 1時 30分●歯の健康相談
●健康相談・お薬相談
●減塩のススメ
●災害時の「健康食」
●骨密度測定など
●糖化度（AGEs）測定
●骨ウェーブ測定
●InBody測定
●血管年齢測定
●ベジ（野菜摂取量）チェック
●肌年齢測定
●片足立ち測定
●女性の健康相談
●健康まつりアンケートブース
※市の集団健（検）診の
　申し込みもできます。

©2023 映画「あつい胸さわぎ」製作委員会

転倒予防都市ふじよしだ5周年！
～転ばぬ先の健康チェック～

「あつい胸さわぎ」「あつい胸さわぎ」

参加
無料

映画会場入場

健康屋台健康屋台  健康相談・測定体験など

映画を見た「てんてん」
からひとこと！

富士吉田市健康づくり推進協議会
富士吉田歯科医師会、（公社）富士五湖薬剤師会、（株）山梨さえき（セルバ・おかじま）、富士吉田市食生活改善
推進員会、富士吉田市保健推進委員会、山梨県産婦人科医会、明治安田生命、住友生命、日本生命、富士吉田
市立看護専門学校
健康長寿課（事務局）　☎内線436

参加賞がもらえる
屋台もありますので
ぜひご参加ください！

参加賞がもらえる
屋台もありますので
ぜひご参加ください！

若年性乳がんを題材
に母娘の複雑な心模
様を描いた人間ドラ
マです。本市では、
がんの早期発見のた
め、がん検診の受診
を勧めています。ぜ
ひ検診を受診しま
しょう♪

富
士
吉
田
市

転
倒
予
防
キ
ャ
ラ

先
着
7
0
0
名

※

申
込
不
要

先
着
7
0
0
名

※

申
込
不
要

主　　催

協　　賛
協力団体

ふじさんホール

❶第 1駐車場（市民会館敷地内）　❷第 2駐車場（旧ワクチン接種センター）
※駐車場に限りがあります。車でお越しの方は、交通誘導係の指示に従ってください

場　所

駐車場

日　時 10月18日（日）　健康屋台：正午～午後1時30分　映画上映：午後2時

　
近
年
、流
行
を
繰
り
返
す
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
加
え
、未
知
の
新
興
感

染
症
へ
の
備
え
な
ど
、福
祉
や
保
育

の
現
場
に
お
け
る
感
染
対
策
の
重
要

性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新

興
感
染
症
対
策
と
し
て
最
も
重
要
な

「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い・広
げ

な
い
」と
い
う
基
本
は
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
特

に
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

や
、免
疫
力
が
未
発
達
な
乳
幼
児
が

過
ご
す
施
設
で
は
、事
前
の
確
実
な

予
防
と
発
生
時
の
迅
速
な
初
動
対
応

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
市
立
病
院

の
小
児
科
医
で
あ
り
、イ
ン
フ
ェ
ク

シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
ク
タ
ー

(

I
C
D)

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る

中
村
誠
先
生
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

小
児
科
の
専
門
家
の
視
点
か
ら
、病

院
で
の
感
染
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交

え
て
解
説
し
ま
す
。
現
場
で
必
須
と

な
る
手
袋
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
防
護

具
の
正
し
い
着
脱
、除
菌
や
清
掃
の

ポ
イ
ン
ト
を
演
習
形
式
で
直
接
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

日
時
　
10
月
17
日
㈯

　
　
　
午
後
1
～
4
時

場
所

　都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
4
階
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　未
知
の
新
興
感
染
症
に
も

慌
て
な
い
現
場
の
備
え 

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
か
ら
学
ぶ

　
～
高
齢・障
が
い・保
育
現
場
の
職

員
と
利
用
者
を
守
る
、
正
し
い
防

護
と
環
境
整
備
～

対
象

　高
齢
者・
障
が
い
者
施
設
の

職
員
、
保
育
所・
幼
稚
園・
認
定
こ

ど
も
園
の
職
員
、
市
町
村
担
当
者

(

職
種
は
問
い
ま
せ
ん)

申
込
方
法
　

Q
R
コ
ー
ド

参
加
料
　
無
料

主
催
　
市
立
病
院
、富
士・東
部
保
健

所
■
問
合
せ
　
市
立
病
院
感
染
管
理

担
当
　
☎（
22
）4
1
1
1（
内
線

2
7
5
5
）

市立病院だより

昨
年
大
好
評
の「
富
士
・
東
部
地
域 

感
染
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
今
年
も
開
催
！

C
O
L
U
M
N

エネルギー 191ｋcal（1 食あたり）　塩分 0.8ｇ 　調理時間 20 分

ほうれん草とトマトの卵スープ

Point作り方

今月は白色のおさら（汁物）です。
おいしい味のお手伝いをするおさらです。

ほうれん草は塩を加えた熱湯でさっと茹でて水にとり、水気を絞りざ
く切りにする。
トマトは 8 等分のくし切りにし、玉ねぎは薄切りにする。
鍋にサラダ油を熱し、玉ねぎ、ほうれん草、トマトの順に炒め、全体に
油がなじんだら、水、鶏がらスープを加える。
③が煮立ったらアクをとりA で調味する。
水溶き片栗粉でとろみをつけて、溶き卵を流し入れ半熟状になったら
火を止める。仕上げにごま油をまわし入れて完成。

トマトが苦手な人は、トマトの代わりににんじんやパプリカ
で作るのもオススメです。1

2
3

4
5

【材料　4人分】

紹介者：食生活改善推進員　久保田 壽々美（大明見）

ほうれん草 -----------１袋
塩 -------------------少々
トマト----------------２個
玉ねぎ -------------1/2 個
卵 ------------------- ２個
鶏がらスープ------ 大さじ２
サラダ油 ----------大さじ１
ごま油 --------------- 少々
水---------------- 5 カップ

取材人の感想

しょうゆ -----------小さじ１
酒 ----------------大さじ１
塩こしょう------------ 少々

片栗粉------------大さじ 2
水 ----------------大さじ４

【水溶き片栗粉】

A

まだまだ暑い日が
続きますが、トマト
の酸味でさっぱり
と食べられます！

C
O
L
U
M
N

ふじまもるくん

申し込み

17 広報ふじよしだ   ９月号



　こんにちは！都留文科大学３年の坂本と申します。市民協働推進課国際担
当で、７月の約２週間、社会教育実習 (※)をさせていただきました。
　大学では、社会学と社会教育の視点から、多文化共生に向けた社会
の在り方について学びを深めています。
　国際担当で実習をさせていただく中で、担当者の方が「国籍や文化
的背景にかかわらず、同じ地域に暮らす市民として誰もが暮らしやすい
町をつくりたい。」という強い思いを持って活動されている姿がとても印象
に残っています。「にほんご交流会」の開催や、ＳＮＳを活用したやさしい日
本語による情報発信など、市役所だからこそできる多角的な取り組みを学ぶこ
とができました。地域における交流の場から対話やつながりが生まれ、互いを知る
ということが、結果的に多文化共生につながると実感しました。

　私が大切にしている言葉に「To put myself in someone’s 
shoes.（誰かの靴を履いてみること。）」があります。今回の実
習を通して、担当者の方が実践されていた相手の立場や背景を
理解しようとする姿勢こそが、多文化共生社会の実現に向けた
第一歩であると強く実感しました。貴重な体験をさせていただき、
ありがとうございました。

共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

ドン・フジ・ヒー

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

岩松 道純
いわ    まつ　    みち   ずみ

代
金
鳥
居
を
建
て
る
と
き
に
願
主
と

な
っ
た
の
が
、
御
師
中
鴈
丸
の
初
代

で
あ
る
中
鴈
丸
由
太
夫
豊
宗
で
し
た
。豊
宗

は
、
父
の
田
辺
十
郎
右
衛
門
と
と
も
に
富
士

講
中
興
の
祖
で
あ
る
食
行
身
禄
の
直
弟
子

と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。修
行
者
と
し

て
の
名
前
を
仙
行
伸
月
と
い
い
ま
す
。豊
宗

は
食
行
身
禄
の
教
え
を
多
く
の
富
士
講
に

伝
え
、江
戸
を
中
心
に
富
士
講
が
隆
盛
を
極

め
て
い
く
立
役
者
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

多
く
の
富
士
講
の
支
援
を
得
て
、
上
吉
田
の

入
口
に
青
銅
を
用
い
た
鳥
居
を
建
て
る
こ
と

を
発
願
す
る
の
で
す
。残
念
な
が
ら
豊
宗

は
、そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
天
明
２（
１

７
８
２
）年
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、２
代
目
当

主
の
豊
充
が
天
明
８（
１
７
８
８
）年
の
完
成

を
見
届
け
ま
す
。し
か
し
、
こ
の
12
年
後
の

寛
政
12（
１
８
０
０
）年
に
金
鳥
居
は
台
風
で

倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
２
代
目
金
鳥
居

の
建
立
が
中
鴈
丸
家
の
悲
願
と
な
り
ま
し

た
。

　
金
鳥
居
の
再
建
を
目
指
し
た
豊
充
は
志

半
ば
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
３
代
目
の
応
重

が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
文
化
12（
１
８
１
５
）

年
に
再
建
の
願
書
を
代
官
所
へ
提
出
し
ま

す
。そ
し
て
、
富
士
講
の
助
力
を
求
め
る
な

ど
資
金
集
め
に
奔
走
し
ま
す
。ま
た
、
金
鳥

居
の
扁
額
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
書
を

新
田
氏
と
足
利
氏
の
血
を
引
く
名
家
と
し

て
知
ら
れ
た
岩
松
道
純
に
依
頼
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。当
時
、岩
松
氏
は
、関
東
甲
信
越
の

村
々
か
ら
揮
毫
の
依
頼
を
数
多
く
受
け
て
い

ま
し
た
。特
に
多
か
っ
た
の
が
神
社
や
鳥
居

の
扁
額
な
ど
の
書
で
し
た
。そ
れ
だ
け
で
な

く
、
岩
松
氏
が
治
め
て
い
た
下
田
嶋
村
や
そ

の
周
辺
に
は
富
士
講
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。応
重
が
道
純
に
依
頼
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、こ
う
し
た
富
士
山
信
仰
を
通
じ
た
交
流

も
活
か
し
た
は
ず
で
す
。そ
し
て
、
応
重
ら

関
係
者
一
同
は
、
天
保
２（
１
８
３
１
）年
に
２

代
目
金
鳥
居
が
完
成
し
た
時
に
、道
純
が
揮

毫
し
た
「
冨
士
山
」
の
扁
額
を
掲
げ
そ
の
完

成
を
祝
っ
た
の
で
す
。

知ることから、つながる
初

1798-1854

「岩松道純揮毫の金鳥居扁額の書」

弍

　「言わなくても気づいてほしい。」、「言わなくてもわかるでしょ。」、「言うの面倒だか
ら。」このようなことを言ったり言われたりして、ストレスを感じたことがある方もいると
思います。
　会社などでは、報告・連絡・相談の頭文字をとって「ホウレンソウ」という言葉が
ありますが、家庭や恋人、友人関係であっても、これはとても大切です。考えや思いは、
口に出さないと伝わりません。「気づく」・「察する」は、あくまで想像であり、本当の
相手の考えや思いではないかもしれません。何を考え、どう感じているかは、その方
に聞いて答えてもらって初めて伝わり、わかるものです。ただ、自分の考えや思いを
言葉にするのが苦手な方もいます。それは、性格や特徴もありますが、幼少の時から、
考えや思いを口にする経験が少ないのかもしれません。
　富士吉田市の男女共同参画推進委員会のテーマは「知る・話す・認め合う」話
をすることで、自分と相手のことを知り、そして互いに認め合うことです。これは、一
人一人が自分らしく生きていく上での一つのテーマでもあると思います。「思っている
ことは口にする。」ここから自分と相手を知り、認め合うきっかけに出来たら素敵なこ
とだと、わたしは思います。

　今回は男女共同参画推進委員 二星星 さん に担当していただきました。

思っていることは口にする

な
か 

が
ん  

ま
る

よ
し   

だ   

ゆ
う
と
よ 

む
ね

へ
ん  

が
く

き   

ご
う

じ
き
ぎ
ょ
う  

み   

ろ
く

せ
ん
ぎ
ょ
う
し
ん  

げ
つ

と
よ 

み
つ

問合せ■市民協働推進課　☎内線638

※社会教育実習…
　当事者意識を持って地域課題に取り組み、多様な人々や活動、
　また持続的な地域づくりを学ぶ実習です。

向かって左側が坂本さん

日
々
、
な
が
れ
る

　
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
で
す
。

　
７
月
18
日
㈯
、Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
で「
氷
室
ど
よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
氷
室
ど
よ
う
市
で

す
が
、今
回
は
、か
つ
て
製
氷
工
場
だ
っ
た
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
な
ら
で
は

の「
か
き
氷
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、少
し
特
別
な
氷
室
ど
よ
う
市
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。出
店
者
の
皆
さ
ん
に
、こ
の
日
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
考

案
し
て
い
た
だ
き
、個
性
あ
ふ
れ
る
シ
ロ
ッ
プ
が
並
び
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
コ
ー
ヒ
ー
や
鰹
節
、雑
貨
、本
な
ど
も
並
び
、多
く
の
来
場
者
が
買

い
物
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、夏
ら
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。シ
ー
ル
ラ
リ
ー
も
好
評
で
、地
域
の
方
々
や
初
め
て
訪
れ
た
方
々
と
の
交
流

が
生
ま
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
氷
室
ど
よ
う
市
は
、９
月
19
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
は「
ハ
タ
オ
リ
マ
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
企
画
展
示
を

開
催
し
、歴
史
あ
る
製
氷
工
場
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
で
、

地
域
や
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。織
物
の
ま
ち
・
富
士
吉
田
な
ら

で
は
の
文
化
や
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
２
日
間
で
す
。ぜ
ひ
ハ
タ
オ
リ
マ
チ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
あ
わ
せ
て
、Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ｏ
へ
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
■
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
　
　
　
☎
０
８
０‐

４
１
７
０‐

３
７
７
６ホームページ
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　こんにちは！都留文科大学３年の坂本と申します。市民協働推進課国際担
当で、７月の約２週間、社会教育実習 (※)をさせていただきました。
　大学では、社会学と社会教育の視点から、多文化共生に向けた社会
の在り方について学びを深めています。
　国際担当で実習をさせていただく中で、担当者の方が「国籍や文化
的背景にかかわらず、同じ地域に暮らす市民として誰もが暮らしやすい
町をつくりたい。」という強い思いを持って活動されている姿がとても印象
に残っています。「にほんご交流会」の開催や、ＳＮＳを活用したやさしい日
本語による情報発信など、市役所だからこそできる多角的な取り組みを学ぶこ
とができました。地域における交流の場から対話やつながりが生まれ、互いを知る
ということが、結果的に多文化共生につながると実感しました。
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それぞれの足跡。

岩松 道純
いわ    まつ　    みち   ずみ

代
金
鳥
居
を
建
て
る
と
き
に
願
主
と

な
っ
た
の
が
、
御
師
中
鴈
丸
の
初
代

で
あ
る
中
鴈
丸
由
太
夫
豊
宗
で
し
た
。豊
宗

は
、
父
の
田
辺
十
郎
右
衛
門
と
と
も
に
富
士

講
中
興
の
祖
で
あ
る
食
行
身
禄
の
直
弟
子

と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。修
行
者
と
し

て
の
名
前
を
仙
行
伸
月
と
い
い
ま
す
。豊
宗

は
食
行
身
禄
の
教
え
を
多
く
の
富
士
講
に

伝
え
、江
戸
を
中
心
に
富
士
講
が
隆
盛
を
極

め
て
い
く
立
役
者
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

多
く
の
富
士
講
の
支
援
を
得
て
、
上
吉
田
の

入
口
に
青
銅
を
用
い
た
鳥
居
を
建
て
る
こ
と

を
発
願
す
る
の
で
す
。残
念
な
が
ら
豊
宗

は
、そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
天
明
２（
１

７
８
２
）年
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、２
代
目
当

主
の
豊
充
が
天
明
８（
１
７
８
８
）年
の
完
成

を
見
届
け
ま
す
。し
か
し
、
こ
の
12
年
後
の

寛
政
12（
１
８
０
０
）年
に
金
鳥
居
は
台
風
で

倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
２
代
目
金
鳥
居

の
建
立
が
中
鴈
丸
家
の
悲
願
と
な
り
ま
し

た
。

　
金
鳥
居
の
再
建
を
目
指
し
た
豊
充
は
志

半
ば
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
３
代
目
の
応
重

が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
文
化
12（
１
８
１
５
）

年
に
再
建
の
願
書
を
代
官
所
へ
提
出
し
ま

す
。そ
し
て
、
富
士
講
の
助
力
を
求
め
る
な

ど
資
金
集
め
に
奔
走
し
ま
す
。ま
た
、
金
鳥

居
の
扁
額
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
書
を

新
田
氏
と
足
利
氏
の
血
を
引
く
名
家
と
し

て
知
ら
れ
た
岩
松
道
純
に
依
頼
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。当
時
、岩
松
氏
は
、関
東
甲
信
越
の

村
々
か
ら
揮
毫
の
依
頼
を
数
多
く
受
け
て
い

ま
し
た
。特
に
多
か
っ
た
の
が
神
社
や
鳥
居

の
扁
額
な
ど
の
書
で
し
た
。そ
れ
だ
け
で
な

く
、
岩
松
氏
が
治
め
て
い
た
下
田
嶋
村
や
そ

の
周
辺
に
は
富
士
講
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。応
重
が
道
純
に
依
頼
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、こ
う
し
た
富
士
山
信
仰
を
通
じ
た
交
流

も
活
か
し
た
は
ず
で
す
。そ
し
て
、
応
重
ら

関
係
者
一
同
は
、
天
保
２（
１
８
３
１
）年
に
２

代
目
金
鳥
居
が
完
成
し
た
時
に
、道
純
が
揮

毫
し
た
「
冨
士
山
」
の
扁
額
を
掲
げ
そ
の
完

成
を
祝
っ
た
の
で
す
。

知ることから、つながる
初

1798-1854

「岩松道純揮毫の金鳥居扁額の書」

弍

　「言わなくても気づいてほしい。」、「言わなくてもわかるでしょ。」、「言うの面倒だか
ら。」このようなことを言ったり言われたりして、ストレスを感じたことがある方もいると
思います。
　会社などでは、報告・連絡・相談の頭文字をとって「ホウレンソウ」という言葉が
ありますが、家庭や恋人、友人関係であっても、これはとても大切です。考えや思いは、
口に出さないと伝わりません。「気づく」・「察する」は、あくまで想像であり、本当の
相手の考えや思いではないかもしれません。何を考え、どう感じているかは、その方
に聞いて答えてもらって初めて伝わり、わかるものです。ただ、自分の考えや思いを
言葉にするのが苦手な方もいます。それは、性格や特徴もありますが、幼少の時から、
考えや思いを口にする経験が少ないのかもしれません。
　富士吉田市の男女共同参画推進委員会のテーマは「知る・話す・認め合う」話
をすることで、自分と相手のことを知り、そして互いに認め合うことです。これは、一
人一人が自分らしく生きていく上での一つのテーマでもあると思います。「思っている
ことは口にする。」ここから自分と相手を知り、認め合うきっかけに出来たら素敵なこ
とだと、わたしは思います。

　今回は男女共同参画推進委員 二星星 さん に担当していただきました。

思っていることは口にする

な
か 

が
ん  

ま
る

よ
し   

だ   

ゆ
う
と
よ 

む
ね

へ
ん  

が
く

き   

ご
う

じ
き
ぎ
ょ
う  

み   

ろ
く

せ
ん
ぎ
ょ
う
し
ん  

げ
つ

と
よ 

み
つ

問合せ■市民協働推進課　☎内線638

※社会教育実習…
　当事者意識を持って地域課題に取り組み、多様な人々や活動、
　また持続的な地域づくりを学ぶ実習です。

向かって左側が坂本さん

日
々
、
な
が
れ
る

　
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
で
す
。

　
７
月
18
日
㈯
、Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
で「
氷
室
ど
よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
氷
室
ど
よ
う
市
で

す
が
、今
回
は
、か
つ
て
製
氷
工
場
だ
っ
た
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
な
ら
で
は

の「
か
き
氷
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、少
し
特
別
な
氷
室
ど
よ
う
市
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。出
店
者
の
皆
さ
ん
に
、こ
の
日
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
考

案
し
て
い
た
だ
き
、個
性
あ
ふ
れ
る
シ
ロ
ッ
プ
が
並
び
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
コ
ー
ヒ
ー
や
鰹
節
、雑
貨
、本
な
ど
も
並
び
、多
く
の
来
場
者
が
買

い
物
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、夏
ら
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。シ
ー
ル
ラ
リ
ー
も
好
評
で
、地
域
の
方
々
や
初
め
て
訪
れ
た
方
々
と
の
交
流

が
生
ま
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
氷
室
ど
よ
う
市
は
、９
月
19
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
は「
ハ
タ
オ
リ
マ
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
企
画
展
示
を

開
催
し
、歴
史
あ
る
製
氷
工
場
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
で
、

地
域
や
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。織
物
の
ま
ち
・
富
士
吉
田
な
ら

で
は
の
文
化
や
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
２
日
間
で
す
。ぜ
ひ
ハ
タ
オ
リ
マ
チ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
あ
わ
せ
て
、Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ｏ
へ
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
■
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
　
　
　
☎
０
８
０‐

４
１
７
０‐

３
７
７
６ホームページ
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Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

社
会
生
活
基
本
調
査

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
9月 14日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
9月 25日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
15日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
※9月14日㈪以降は東別館
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
8日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士土橋博司氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
16日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
18日㈮  午前10時～正午 午後1時～4時
市役所本庁舎3階 小会議室および大会議室
※予約不要（弁護士が相談を受けます）
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
24日㈭　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
9月1日㈫・15日㈫
10月6日㈫・20日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈭　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
9日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
が
、あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
未
然
防
止・早
期
発

見
を
図
る
た
め
、毎
年
９
月
を「
高
齢
者
悪

質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」と

し
、関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
携
し
て
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
点
検
商
法
◆

　
分
電
盤
の
無
料
点
検
で「
早
く
交
換
し
た

方
が
い
い
」な
ど
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
契
約

を
迫
ら
れ
た
。

■
対
処
の
ポ
イ
ン
ト
■

・
点
検
と
言
わ
れ
た
ら
、
相
手
の
身
元
を

　
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、
そ
の
場
で
判
断

　
せ
ず
、
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
や
地
域
で
の
見
守
り
も
大
切
で
す
。

　
気
に
な
る
点
や
不
安
が
生
じ
た
際
は
、一

人
で
悩
ま
ず
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

テ
ー
マ「
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

　
　
　
み
ん
な
の
チ
カ
ラ
で
見
逃
す
ま
い
！
」

基 

礎
知
識

消
費
者
の

９
月
は
高
齢
者
悪
質
商
法
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！

９月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

3130 1 2 3 4 5
収
集
あ
り

収
集
な
し

労
働
相
談
会

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
す

就
学
時
健
康
診
断

戸
籍・住
民
票
に
氏
名
の

「
振
り
仮
名
」
が

記
載
さ
れ
ま
し
た

20



　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

社
会
生
活
基
本
調
査

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
9月 14日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
9月 25日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
15日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
※9月14日㈪以降は東別館
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
8日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士土橋博司氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
16日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
18日㈮  午前10時～正午 午後1時～4時
市役所本庁舎3階 小会議室および大会議室
※予約不要（弁護士が相談を受けます）
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
24日㈭　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
9月1日㈫・15日㈫
10月6日㈫・20日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈭　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
9日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
が
、あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
未
然
防
止・早
期
発

見
を
図
る
た
め
、毎
年
９
月
を「
高
齢
者
悪

質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」と

し
、関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
携
し
て
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
点
検
商
法
◆

　
分
電
盤
の
無
料
点
検
で「
早
く
交
換
し
た

方
が
い
い
」な
ど
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
契
約

を
迫
ら
れ
た
。

■
対
処
の
ポ
イ
ン
ト
■

・
点
検
と
言
わ
れ
た
ら
、
相
手
の
身
元
を

　
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、
そ
の
場
で
判
断

　
せ
ず
、
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
や
地
域
で
の
見
守
り
も
大
切
で
す
。

　
気
に
な
る
点
や
不
安
が
生
じ
た
際
は
、一

人
で
悩
ま
ず
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

テ
ー
マ「
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

　
　
　
み
ん
な
の
チ
カ
ラ
で
見
逃
す
ま
い
！
」

基 

礎
知
識

消
費
者
の

９
月
は
高
齢
者
悪
質
商
法
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！

９月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

3130 1 2 3 4 5
収
集
あ
り

収
集
な
し

労
働
相
談
会

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
す

就
学
時
健
康
診
断

戸
籍・住
民
票
に
氏
名
の

「
振
り
仮
名
」
が

記
載
さ
れ
ま
し
た

21 広報ふじよしだ   ９月号



お
知
ら
せ

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

『
健
康
安
全
運
転
講
座
』

参
加
者
募
集

令和８年９月　　休日水道応急修理当番表
上暮地
新西原
下吉田
上吉田東 
向　原 
大明見
下吉田
下吉田
小明見
小明見
旭

23-7031
23-8479
24-1311
23-0063
22-7893
23-0221
24-2154
22-4863
23-1218
090-2314-2970
24-2097

太陽設備
システム五島
清燃料瓦斯
米山工業
舟久保設備
勝田設備
柏和設備 
大博管工
広瀬設備
加藤設備工業
光工業

上吉田
大明見
上吉田
小明見
上吉田東
下吉田
緑ケ丘
上吉田東
下吉田
上吉田東
浅  間

23-5780
23-3506
080-5444-0352
23-0819
22-1530
24-2397
23-3187
２４-0510
22-0395
22-5084
23-3653

勝俣配管
三協設備 
渡辺設備
めぐみ設備工業
富士冷熱 
北稜設備
荒井設備
営繕センター三枝
一水工業
宮下設備工業
宮下管工 

5
6
12
13
19
20
21
22
23
26
27

土
日
土
日
土
日
月
火
水
土
日

安
全
対
策
課
か
ら

市
民
課
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

９
月
30
日
㈬
に
納
期
限
を
迎
え
る
市

税（
料
）

　
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
、
介
護

保
険
料
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
３
期

「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
の
名
称

変
更

　
９
月
24
日
㈭
か
ら
「
地
方
税
お
支

払
い
サ
イ
ト
」は「ｅ
Ｌ（
エ
ル
）お
支
払

い
サ
イ
ト
」
に
名
称
変
更
し
ま
す
。※

ｅ
Ｌ‐

Ｑ
Ｒ
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書
で

あ
れ
ば
、地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
か

ら
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が
で
き
ま
す

「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」と「
地
方
税
共
同
機
構
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
統
合
し
ま
す

　
９
月
24
日
㈭
か
ら
「ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

「
地
方
税
共
同
機
構
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
統
合
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。こ

れ
に
伴
い「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
更
に
な
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

　
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

を
一
時
停
止
し
ま
す
。期
間
中
は
一
部

の
手
続
き
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。シ
ス
テ
ム
停
止
期
間
中
は
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、納
付
を

予
定
し
て
い
る
方
は
停
止
期
間
を
避

け
て
手
続
き
を
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間
　
９
月
19
日
㈯
　
午
前
０

時
〜
24
日
㈭
　
午
前
８
時
30
分

停
止
サ
ー
ビ
ス

・ 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
申
　

　
告
・
電
子
納
付
な
ど

・ 

ｅ
Ｌ‐

Ｑ
Ｒ・ｅ
Ｌ
番
号
を
利
用
し
た

　
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

・ 

Ｏ
Ｓ
Ｓ（
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用

　
し
た
電
子
申
告
に
伴
う
電
子
納
付

問
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

現：https://www.eltax.lta.go.jp/
新：https://www.lta.go.jp/
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お
知
ら
せ

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

『
健
康
安
全
運
転
講
座
』

参
加
者
募
集

令和８年９月　　休日水道応急修理当番表
上暮地
新西原
下吉田
上吉田東 
向　原 
大明見
下吉田
下吉田
小明見
小明見
旭

23-7031
23-8479
24-1311
23-0063
22-7893
23-0221
24-2154
22-4863
23-1218
090-2314-2970
24-2097

太陽設備
システム五島
清燃料瓦斯
米山工業
舟久保設備
勝田設備
柏和設備 
大博管工
広瀬設備
加藤設備工業
光工業

上吉田
大明見
上吉田
小明見
上吉田東
下吉田
緑ケ丘
上吉田東
下吉田
上吉田東
浅  間

23-5780
23-3506
080-5444-0352
23-0819
22-1530
24-2397
23-3187
２４-0510
22-0395
22-5084
23-3653

勝俣配管
三協設備 
渡辺設備
めぐみ設備工業
富士冷熱 
北稜設備
荒井設備
営繕センター三枝
一水工業
宮下設備工業
宮下管工 

5
6
12
13
19
20
21
22
23
26
27

土
日
土
日
土
日
月
火
水
土
日

安
全
対
策
課
か
ら

市
民
課
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

９
月
30
日
㈬
に
納
期
限
を
迎
え
る
市

税（
料
）

　
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
、
介
護

保
険
料
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
３
期

「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
の
名
称

変
更

　
９
月
24
日
㈭
か
ら
「
地
方
税
お
支

払
い
サ
イ
ト
」は「ｅ
Ｌ（
エ
ル
）お
支
払

い
サ
イ
ト
」
に
名
称
変
更
し
ま
す
。※

ｅ
Ｌ‐

Ｑ
Ｒ
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書
で

あ
れ
ば
、地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
か

ら
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が
で
き
ま
す

「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」と「
地
方
税
共
同
機
構
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
統
合
し
ま
す

　
９
月
24
日
㈭
か
ら
「ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

「
地
方
税
共
同
機
構
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
統
合
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。こ

れ
に
伴
い「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
更
に
な
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

　
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

を
一
時
停
止
し
ま
す
。期
間
中
は
一
部

の
手
続
き
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。シ
ス
テ
ム
停
止
期
間
中
は
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、納
付
を

予
定
し
て
い
る
方
は
停
止
期
間
を
避

け
て
手
続
き
を
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間
　
９
月
19
日
㈯
　
午
前
０

時
〜
24
日
㈭
　
午
前
８
時
30
分

停
止
サ
ー
ビ
ス

・ 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
申
　

　
告
・
電
子
納
付
な
ど

・ 

ｅ
Ｌ‐

Ｑ
Ｒ・ｅ
Ｌ
番
号
を
利
用
し
た

　
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

・ 

Ｏ
Ｓ
Ｓ（
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用

　
し
た
電
子
申
告
に
伴
う
電
子
納
付

問
収
税
課
　
☎
内
線
１
２
１

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

現：https://www.eltax.lta.go.jp/
新：https://www.lta.go.jp/
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保
健
・
福
祉

催
し
物

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 
■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

「
緑
の
募
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
職
員
の
追
加
募
集

川
柳
作
品
募
集 募

　
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

下
吉
田
地
区
の
地
図
作
成
事
業

日
商
簿
記
検
定

レベル☆
【猿が持ち上げる道祖神】

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

　浅間町の会館のどこかに小さな石猿が静かに佇
んでいます。富士山信仰で神の使いとされる「申（さ
る）」、日本神話で道案内を務めた「猿田彦大神（さる
たひこのおおかみ）」、そして道の辻で人 を々守る「道
祖神」。これら３つの信仰が交差し、このお猿さんの
姿に結びつきました。石造物としても庶民的な温か
みを感じられる、とってもレアな道祖神です。

市内のどこかにたたずむ
道祖神たち。地域おこし
協力隊の馬場氏が、その
由来や魅力を毎月一つず
つ紹介します。

問地域おこし協力隊　馬場　☎０７０-３１４３-３０８０

ど～そじん、
ど～こだ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

画像：対象地域
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保
健
・
福
祉

催
し
物

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-
８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

「
緑
の
募
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
職
員
の
追
加
募
集

川
柳
作
品
募
集 募

　
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

下
吉
田
地
区
の
地
図
作
成
事
業

日
商
簿
記
検
定

レベル☆
【猿が持ち上げる道祖神】

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

　浅間町の会館のどこかに小さな石猿が静かに佇
んでいます。富士山信仰で神の使いとされる「申（さ
る）」、日本神話で道案内を務めた「猿田彦大神（さる
たひこのおおかみ）」、そして道の辻で人 を々守る「道
祖神」。これら３つの信仰が交差し、このお猿さんの
姿に結びつきました。石造物としても庶民的な温か
みを感じられる、とってもレアな道祖神です。

市内のどこかにたたずむ
道祖神たち。地域おこし
協力隊の馬場氏が、その
由来や魅力を毎月一つず
つ紹介します。

問地域おこし協力隊　馬場　☎０７０-３１４３-３０８０

ど～そじん、
ど～こだ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

画像：対象地域
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保
健
・
福
祉

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

催
し
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

保
健
・
福
祉

視
覚
障
害
者
と
家
族
の
た
め
の

防
災
研
修

土
地
家
屋
調
査
士
会
か
ら

富
士
の
里
市
民
大
学

〜
９
月
必
修
講
座
〜

事
業
承
継
相
談
会

新
生
つ
る
和
服
リ
フ
ォ
ー
ム
展

交
通
安
全
・

地
域
共
創
フ
ェ
ス

in
富
士
山
パ
ー
キ
ン
グ

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日

防災キャンペーン
１０月３１日まで

防災用品のトップブランド
防災セットSHELTER
￥13,200（税込）

● ウオータ－バック10L　　　　　　　  ● トイレＯＮＥ【３枚入】
● ぱぱっとレインコートポンチョタイプ　　 ● おにぎり　うめしそ（保存期限５年）
● おにぎり　こんぶ（保存期限５年）  　  ● おにぎり　五目（保存期限５年）
● 長期保存水 500ml（保存期間７年） 　 ● ハイブリッドレスキューシート　
● エイドチーム2                          　  ● 蓄光ホイッスル　　　  　　
● 目隠ポンチョ                           　   ● マスク　
● 軍手                                     　   ● スマホ対応ダイナモライト

重量3.8kg

【スタンダードβ】

TEL:0555-22-2161
FAX:0555-24-0948

□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告

富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
か
ら

富
士
山
「
古
の
登
山
道
」

の
魅
力
を
学
ぶ
講
演
会

26



保
健
・
福
祉

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 
　
午
後
３
時
30
分

 
　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 
■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

催
し
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

保
健
・
福
祉

視
覚
障
害
者
と
家
族
の
た
め
の

防
災
研
修

土
地
家
屋
調
査
士
会
か
ら

富
士
の
里
市
民
大
学

〜
９
月
必
修
講
座
〜

事
業
承
継
相
談
会

新
生
つ
る
和
服
リ
フ
ォ
ー
ム
展

交
通
安
全
・

地
域
共
創
フ
ェ
ス

in
富
士
山
パ
ー
キ
ン
グ

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日

防災キャンペーン
１０月３１日まで

防災用品のトップブランド
防災セットSHELTER
￥13,200（税込）

● ウオータ－バック10L　　　　　　　  ● トイレＯＮＥ【３枚入】
● ぱぱっとレインコートポンチョタイプ　　 ● おにぎり　うめしそ（保存期限５年）
● おにぎり　こんぶ（保存期限５年）  　  ● おにぎり　五目（保存期限５年）
● 長期保存水 500ml（保存期間７年） 　 ● ハイブリッドレスキューシート　
● エイドチーム2                          　  ● 蓄光ホイッスル　　　  　　
● 目隠ポンチョ                           　   ● マスク　
● 軍手                                     　   ● スマホ対応ダイナモライト

重量3.8kg

【スタンダードβ】

TEL:0555-22-2161
FAX:0555-24-0948

□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告

富
士
山
レ
ー
ダ
ー

ド
ー
ム
館
か
ら

富
士
山
「
古
の
登
山
道
」

の
魅
力
を
学
ぶ
講
演
会

27 広報ふじよしだ   ９月号



催
し
物

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 
■場 
Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

自
殺
予
防
週
間

市
立
看
護
専
門
学
校

か
ら

インスタグラム

ふじさんホール（富士五湖文化センター）

市民会館３階小ホール
◆11日㈮富士吉田市戦没者慰霊祭　午前10時
　《問》戦没者慰霊塔奉賛会  ☎内線１６１
◆13日㈰秋の定期演奏会　午後１時～
　《問》富士五湖アコースティックギタークラブ
　☎ ０９０-１６２６-５００２　無料
◆16日㈬大学・短期大学・専門学校  進路相談会  午後４時
　《問》㈱ジンジブキャリア
　☎ ０３-６８２１-６５３８　無料
◆19日㈯音楽のつどいオカリナ発表会　午後１時30分
　《問》富士燦々オカリーナズ
　☎０９０-５２１２-７９７８　無料　　
◆27日㈰第32回桂川・相模川流域シンポジウム 午後１時
　《問》桂川・相模川流域協議会
　☎ ０５５４-４５-７８１０　無料

市民会館１階ロビー
◆10日㈭・17日㈭　ロビーコンサート
　午前11時　無料
詳細はＰ12「らいぶらり」をご覧ください
※催し物は主催者の都合により、掲載しない場合や内容が
　変更することがあります
※催し物の問い合わせは主催者へお願いします

９月休館日　 ７日㈪・14日㈪・28日㈪

◆10日㈭第16回葵江祭　午後４時
　《問》富士学苑中学校 ☎（21）５５００ 無料
◆19日㈯ジャズバンド部　第24回リサイタル　午後２時
　《問》富士学苑高等学校　☎（22）０６９６  無料  要整理券
◆24日㈭新・ＢＳ日本のうた 午後６時30分
　《問》ＮＨＫ甲府放送局
　☎０５５-２５５-２１１１　無料 要整理券(申込終了)
◆10月１日㈭～２日㈮展示即売会　午前９時
　《問》㈱小泉中部　☎（22）６６００　無料
◆10月３日㈯古の登山道  講演会 午後２時
　《問》山梨県庁  富士山観光振興グループ
　☎ ０５５-２２３-１３１６　無料 
◆10月４日（日）立川晴の輔　独演会　午後２時
　《問》富士吉田文化振興協会  ☎（23）３１００
　有料 チケット　前売３，０００円　当日３，５００円

　
皆
さ
ん
は
富
士
山
五
合
目
、冨
士
山
小
御

嶽
神
社
に
あ
る「
天
狗
の
大
斧
」を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。こ
の
大
斧
は「
百
貫
」（
約
３
７
５

kg
）の
鉄
の
斧
で「
天
狗
が
使
っ
て
い
た
」「
天

狗
が
奉
納
し
た
」な
ど
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

お
り
、こ
の
斧
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
幸
運
が

訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、

元
横
綱
・
白
鵬
が
斧
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
後

に
連
勝
が
続
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
か
ら

で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。ち
な
み
に
私
は
取
材
の
折
に
、ひ
っ
く

り
返
す
こ
と
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。私

に
幸
運
が
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
、読
者
の
皆

さ
ん
の
ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。（
Ｍ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

善意ありがとう
山梨県建設組合 北麓支部 　　47,748円
匿名 　　　　　　　　　　　10，000円

人口と世帯
（令和８年 8月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,644 人　   （△32）
　男　　22,393 人　   （△17）
　女　　23,251 人　   （△15）
世帯数　21,130 世帯   （△17）

有
料
広
告

28



催
し
物

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部
は
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
で
は
初
め
て
と
な
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。マ
イ
カ
ー
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門

オ
ー
ト
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

 

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

富
士
北
麓
駐
車
場
（
富
士
山
パ
ー
キ
ン

グ
）

■￥ 

無
料
　※

一
部
有
料
あ
り

内
容
　
オ
ー
ト
テ
ス
ト
（
要
事
前
申
込
）、

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
は
た
ら
く
車

展
示（
レ
ッ
カ
ー
車
な
ど
）、
体
験
ブ
ー
ス
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
日
本
自
動
車
連
盟
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部

　
☎
０
５
５-

２
２
４-

９
９
７
７

 

■日 

９
月
８
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　「
富
士
吉
田
近
辺
の
地
質
」

講
師
　
南
都
留
理
科
サ
ー
ク
ル
講
師

　
　
　
渡
邊
昌
哉
氏

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
。市
民
大
学
生
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

　
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
内

容
な
ど
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

■日 

10
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン
　
小
会
議
室
①

 

■対 

事
業
承
継
お
よ
び
引
継
ぎ
に
お
困
り
の

方
、後
継
者
候
補
の
方

 

■持 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

申
込
方
法
　
電
話
　※

開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
５
５-

２
６
７-

７
６
２
０

夜
の
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
で
わ
く

わ
く
宝
さ
が
し
・
ち
ょ
こ
っ
と
手
持
ち
花

火
を
楽
し
も
う
！

　
宝
探
し
を
し
て
景
品
を
手
に
入
れ
よ
う
。

さ
ら
に
手
持
ち
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
子

ど
も
限
定
）

 

■日 

９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・
祝
）

宝
さ
が
し
：
午
後
５
時
〜
８
時

※

最
終
受
付 

午
後
７
時
30
分

手
持
花
火
：
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■￥ 

大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
５
０
０
円

※

未
就
学
児
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 
■日 
９
月
19
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮

　 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
ド
ー
ム
、
透
明
ぬ

り
え
な
ど 

■￥ 

４
４
０
円
〜

問
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館

　
☎
（20） 

０
２
２
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
制
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■日 

９
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
会
議
室

内
容
　
土
地
の
境
界
問
題
・
分
筆
・
地
目

の
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

変
更
登
記
、建
物
の
滅
失
登
記
、所
有
者
不

明
土
地
関
係
な
ど

問
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

１
３
１
１

土
地
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士
が
連
携

し
て
解
決
へ
と
導
き
ま
す
。※

完
全
予
約

制
・
有
料

申
込
方
法
　
電
話

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
　

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

３
７
３
７

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
や
帯
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
洋
服
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。な
お
、本
展
示
の

開
催
期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料

は
市
民
無
料
で
す
。

 

■日 

９
月
２
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
　
小
中
高
生
50
円

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ■日 ９

月
30
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
周
辺

 

■定 

20
名
　※

18
歳
以
上
の
方

■￥ 

５
０
０
円

 

■持 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
　※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ポ
ー
ル
無
料
貸
出

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

■日 

９
月
５
日
・
19
日
・
26
日
㈯

 

　
午
後
３
時
30
分

 

　
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

 

　
30
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
に
は
、
山
頂

を
目
指
す
だ
け
で
は
な
い
歴
史
と
文
化
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
多
く
の
人
々
が

歩
い
た
「
古
の
登
山
道
」（
吉
田
口
、
精
進

口
、船
津
口
な
ど
）は
、富
士
信
仰
や
地
域

の
暮
ら
し
と
結
び
つ
く
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。本
講
演
会
で
は
、そ
の
歴
史
的
価
値

や
見
ど
こ
ろ
や
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

 

■日 

10
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

講
師
　
野
口
健
氏（
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
環
境

活
動
家
）　
杉
本
悠
樹
氏（
富
士
河
口
湖
町

　
学
芸
員
）

 

■定 

６
０
０
名
程
度

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
28
日
㈪
　※

定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
県
富
士
山
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
１
６

　
富
士
吉
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

富
士
山
噴
火
な
ど
自
然
災
害
に
備
え
、
避

難
や
日
頃
の
対
策
を
学
ぶ
防
災
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。本
市
在
住
の
視
覚
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
対
象
で
す
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど

を
視
覚
障
害
者
協
会
の
会
員
と
相
談
・
交

流
す
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

富
楽
時
１
階
　
会
議
室
１

 

■定 

若
干
名

内
容
　
視
覚
障
害
者
や
家
族
向
け
『
万
が

一
の
噴
火
や
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
・

避
難
』

講
師
　
安
全
対
策
課
　
防
災
担
当
職
員

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
18
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
岩
村

　
☎
（23）
８
１
０
５

　
毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」で
す
。手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な

言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
保
障
や
手
話
言
語
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
国
連
総
会
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県
で
も
全
て
の
県
民
が
手
話
言
語
へ
の

理
解
を
深
め
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

令
和
５
年
３
月
24
日
に
「
山
梨
県
手
話
言

語
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

９
月
23
日
を「
や
ま
な
し
手
話
言
語
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
手
話
言
語
の
理
解
促
進

の
た
め
の
啓
発
動
画
な
ど
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベン
ト

　
富
士
吉
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と
富
士

吉
田
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
が
「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」「
や
ま
な
し
手
話
言

語
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

 

■場 

市
役
所
庁
舎
の
壁
面

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
５
５

　
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
多
く
が
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。助
け
を
求
め
る
こ
と
は
正

し
い
行
動
で
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
簡
単
に
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

護
学
校
進
学
相
談
・
座
談
会
　
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
市
内
各
所
で
看
護
学
生
が
市
民
の
方
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

道
の
駅
富
士
吉
田
、
富
楽
時
、Ｑ-

Ｓ
Ｔ

Ａ
、
セ
ル
バ
富
士
吉
田
店
、
市
立
図
書
館
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
た
か
ら
じ
ま
の
周
辺

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

相
談
窓
口
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６
　

※

３
６
５
日
24
時
間
対
応
　

※

平
日
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
１
４

ふ
じ
の
ま
ち
の
ヘル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

日
９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
　
血
圧
酸
素
飽
和
度・骨
密
度
測
定・

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
・
看

　
９
月
14
日
㈪
に
、東
庁
舎
１
階（
健
康
長

寿
課
隣
）か
ら
東
別
館
へ
移
転
し
ま
す
。移

転
に
伴
い
、
11
日
㈮
の
窓
口
相
談
は
休
止

と
な
り
ま
す
が
、電
話
相
談
は「
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
」へ
自
動
転
送
さ
れ
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。14
日
㈪
か
ら
、電
話
相
談

お
よ
び
窓
口
相
談
の
受
け
付
け
を
通
常
ど

お
り
開
始
し
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
９
年
度
に
か
け
て
、
下
吉
田
地
区
で

精
度
の
高
い
地
図
の
作
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
現
在
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
正
確
な
境

界
（
筆
界
）
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
筆
ご
と
に
正
確
な
測
量
を
行

い
、土
地
の
位
置
や
境
界
、面
積
な
ど
を
明

確
に
す
る
た
め
の
新
し
い
地
図
を
作
成
し

ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案

内
状
を
郵
送
し
ま
す
）。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の

重
要
な
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区
　
下
吉
田
二
〜
五
丁
目
、
緑
ケ

丘
一
・
二
丁
目
、松
山
一
丁
目（
各
一
部
）

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
地
図
作
成
現
地
事

務
所
　
☎
（28） 

４
９
０
０

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の

専
属
が
必
要
で
す
。そ
の
資
格
取
得
に
必

要
な
認
定
試
験
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

認
定
試
験

受
付
期
間
　
９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

試
験
日
　
11
月
10
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
の
提
出
　※

９
月

８
日
㈫
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先
　
県
下
水
道
公
社

講
習
会

 

■日 

10
月
22
日
㈭   

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
４
階
大
会
議
室

問
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
６
３-

２
７
３
８

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
緑
の

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
支
援
、
緑
の
少
年
隊
の
育
成
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、
市
内

で
２
，０
１
０
，２
３
５
円
も
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
も
緑
の
募
金
期

間
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈮

受
付
場
所
　
農
林
課
窓
口

問
農
林
課
　
☎
内
線
４
２
９

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
テ
ー
マ「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

応
募
方
法
　
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー

ル
　※

１
人
２
点
ま
で
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭

必
着

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

応
募
先
　
〒
４
０
０-

８
５
８
７
　
甲
府
市

蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号
　
山
梨
県
自
治
会

館
２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
総

務
担
当
宛

メ
ー
ル
：

kouho2026@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

（
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
☎
０
５
５-

２
３
６-

５
６
７
１

　
令
和
８
年
度
実
施
の
職
員
採
用
試
験
で

「
追
加
募
集
」
を
行
い
ま
す
。募
集
す
る
職

種
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は
広
報
10
月
号
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、総
務
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬
　
午

後
５
時

申
込
方
法
　
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
に

よ
る
電
子
申
請

問
総
務
課
　
☎
内
線
２
３
４

　

 

■日 

11
月
15
日
㈰

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

１
級
８
，
８
０
０
円
、
２
級
５
，
５
０
０

円
、３
級
３
，３
０
０
円

申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　※

受
付
手

数
料
が
別
途
６
５
０
円
か
か
り
ま
す

問
商
工
会
議
所
　
☎
（24）
７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
９
月
11
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。給
付

金
の
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■対 

(1)
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

①
〜
③
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
６
千
５
百
円
以
下
の
方

(2)
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９

１
万
８
千
円
以
下
の
方
。

請
求
手
続
き
　
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃
か

ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。請
求
書

に
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。令
和
９

年
１
月
５
日
㈫
ま
で
に
請
求
書
が
日
本
年

金
機
構
に
届
い
て
い
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

号
・
暗
証
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
の
危
険
を
し
っ
か
り
認
識
し
一

人
一
人
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期
間
　
９
月
21
日（
月
・
祝
）〜
30
日
㈬
　

※

30
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
安
全
の
　
気
づ
か
い
乗
せ

て
　
甲
斐
の
道
」

運
動
の
重
点

⑴
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の

　
着
用
促
進

⑵
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

　
酒
運
転
や「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

　
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

⑷
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

毎
月
15
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

日　
県
内
の
交
通
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の

被
害
割
合
は
全
国
的
に
比
べ
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
行

動
を
実
践
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

対
策
①
横
断
の
前
に
ひ
と
呼
吸
お
い
て
、

　
　
　
左
右
の
安
全
確
認

対
策
②
右
側
の
歩
道
を
歩
き
信
号
機
の
あ

　
　
　
る
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る

対
策
③
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
反
射

　
　
　
材
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
ア

　
　
　
ピ
ー
ル
す
る

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
高
齢
者
の
安
全
運
転
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
健
康
安
全
運
転
講
座
を
開
催
し
ま

す
。日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る

正
し
い
運
転
基
本
操
作
や
運
転
姿
勢
の
確

認
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
測
定
や
運

転
の
維
持
に
役
立
つ
健
康
指
導
、
次
世
代

型
電
動
車
い
す
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
試
乗
の

ほ
か
、
自
動
安
全
ブ
レ
ー
キ
の
体
感
試
乗

も
行
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
な

運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

■日 

９
月
17
日
㈭
　
正
午
〜
３
時

 

■場 

山
梨
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
富
士
吉
田
店

 

■定 

10
〜
20
名

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
制

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
９
月
10
日
㈭

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
５
１

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
23
日（
水
・
祝
）に
収
集
日

が
該
当
す
る
地
区
は
、
ご
み
の
特
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
解
雇
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
て
労
働

委
員
会
委
員（
弁
護
士
な
ど
）が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。「
こ
れ
っ
て
不
当
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

■日 

10
月
17
日
㈯  

①
午
前
10
時
〜
正
午
　

　
　
　
　
　
　   

②
午
後
１
時
〜
３
時

 

■場 

県
立
図
書
館
　
交
流
ル
ー
ム

 

■定 

①
②
計
８
枠（
１
相
談
最
大
50
分
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
　
10
月
９
日（
金
）　
午
後
５
時

問
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
８
２
７

　
10
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
対

し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

お
よ
び
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　「
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発
」「
相
談
体
制
の
整
備
」「
事
後

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
・
再
発
防
止
措

置
」「
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
を
し
な
い

旨
の
周
知
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
法
、
指
針

に
沿
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
山
梨
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

確
認
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
１

　
総
務
省
と
山
梨
県
で
は
、９
月
〜
10
月
に

生
活
時
間
や
活
動
状
況
を
調
べ
る「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。９
月
に
該

当
す
る
地
区
の
全
世
帯
を
訪
問
後
、
抽
出

し
た
世
帯
へ
10
月
に
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。

回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
５

　
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。対
象
の
児
童
が
い
る
ご
家
庭

に
、就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご

確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 

令
和
２
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分
　※

学
校
ご

と
に
受
付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

■場 

市
民
会
館
１
〜
３
階

 

■持 

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

実
施
日

10
月
７
日
㈬
：
明
見
小
・
吉
西
小

10
月
８
日
㈭
：
下
一
小
・
吉
田
小
・
富
士
小

10
月
９
日
㈮
：
下
二
小
・
下
東
小

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
５
２
８

　
本
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の「
戸
籍
へ
の
振

り
仮
名
記
載
処
理
」
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

住
民
票
へ
の
振
り
仮
名
の
記
載
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
市
町
村
の
方

は
記
載
時
期
が
異
な
り
ま
す
。記
載
時
期

の
確
認
は
自
身
の
本
籍
地
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。も
し
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、１
回
に
限
り
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
変
更

の
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄

に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。希
望
す
る
方
は
、市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
５

自
殺
予
防
週
間

市
立
看
護
専
門
学
校

か
ら

インスタグラム

ふじさんホール（富士五湖文化センター）

市民会館３階小ホール
◆11日㈮富士吉田市戦没者慰霊祭　午前10時
　《問》戦没者慰霊塔奉賛会  ☎内線１６１
◆13日㈰秋の定期演奏会　午後１時～
　《問》富士五湖アコースティックギタークラブ
　☎ ０９０-１６２６-５００２　無料
◆16日㈬大学・短期大学・専門学校  進路相談会  午後４時
　《問》㈱ジンジブキャリア
　☎ ０３-６８２１-６５３８　無料
◆19日㈯音楽のつどいオカリナ発表会　午後１時30分
　《問》富士燦々オカリーナズ
　☎０９０-５２１２-７９７８　無料　　
◆27日㈰第32回桂川・相模川流域シンポジウム 午後１時
　《問》桂川・相模川流域協議会
　☎ ０５５４-４５-７８１０　無料

市民会館１階ロビー
◆10日㈭・17日㈭　ロビーコンサート
　午前11時　無料
詳細はＰ12「らいぶらり」をご覧ください
※催し物は主催者の都合により、掲載しない場合や内容が
　変更することがあります
※催し物の問い合わせは主催者へお願いします

９月休館日　 ７日㈪・14日㈪・28日㈪

◆10日㈭第16回葵江祭　午後４時
　《問》富士学苑中学校 ☎（21）５５００ 無料
◆19日㈯ジャズバンド部　第24回リサイタル　午後２時
　《問》富士学苑高等学校　☎（22）０６９６  無料  要整理券
◆24日㈭新・ＢＳ日本のうた 午後６時30分
　《問》ＮＨＫ甲府放送局
　☎０５５-２５５-２１１１　無料 要整理券(申込終了)
◆10月１日㈭～２日㈮展示即売会　午前９時
　《問》㈱小泉中部　☎（22）６６００　無料
◆10月３日㈯古の登山道  講演会 午後２時
　《問》山梨県庁  富士山観光振興グループ
　☎ ０５５-２２３-１３１６　無料 
◆10月４日（日）立川晴の輔　独演会　午後２時
　《問》富士吉田文化振興協会  ☎（23）３１００
　有料 チケット　前売３，０００円　当日３，５００円

　
皆
さ
ん
は
富
士
山
五
合
目
、冨
士
山
小
御

嶽
神
社
に
あ
る「
天
狗
の
大
斧
」を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。こ
の
大
斧
は「
百
貫
」（
約
３
７
５

kg
）の
鉄
の
斧
で「
天
狗
が
使
っ
て
い
た
」「
天

狗
が
奉
納
し
た
」な
ど
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

お
り
、こ
の
斧
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
幸
運
が

訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、

元
横
綱
・
白
鵬
が
斧
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
後

に
連
勝
が
続
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
か
ら

で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。ち
な
み
に
私
は
取
材
の
折
に
、ひ
っ
く

り
返
す
こ
と
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。私

に
幸
運
が
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
、読
者
の
皆

さ
ん
の
ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。（
Ｍ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

善意ありがとう
山梨県建設組合 北麓支部 　　47,748円
匿名 　　　　　　　　　　　10，000円

人口と世帯
（令和８年 8月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,644 人　   （△32）
　男　　22,393 人　   （△17）
　女　　23,251 人　   （△15）
世帯数　21,130 世帯   （△17）

有
料
広
告

29 広報ふじよしだ   ９月号
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犯罪のない、明るい社会を目指して
富士吉田市保護区保護司会と山梨県更生保護女性連盟富
士吉田地区会が来庁し、内閣総理大臣および県知事からの
伝達書が手渡されました。地域における更生保護を推進し、犯
罪のない明るい社会を目指します。

社会を明るくする運動

災害に備える、食の支援協定
災害時の温かい食事の提供に向けて、一般社団法人全
国イベント協会と協定を結びました。同協会からのご支
援の提案により実現したもので、いざという時の備えとし
て、本市のさらなる防災力向上につなげてまいります。

災害時等におけるキッチンカーによる
食事の提供等に関する協定締結式

走る、歩く、その道を快適に
建設安全協議会に加盟する33社の皆さまにより、市道の除
草ボランティア活動が行われました。

建設安全協議会による市道除草ボランティア

市内一円

美しく塗り直された、一筋のライン
富士吉田職業訓練協会の皆さまが、ボランティアで学校
の廊下のセンターラインを塗り替えました。

職業訓練協会によるの廊下の
センターライン塗り替えボランティア

吉田西小学校

市立第四保育園

名産品で化けちゃおう！「よしだのおばけ」
高校生有志グループ「かえる組」によるお面づくりが市内
保育園で開催されました。高校生が本市の名産品などを
モチーフに作成したパーツを園児が選び、「よしだのおば
け」を制作。世代を超えて富士吉田の魅力を知る素敵な
機会となりました。

地域の魅力を伝えるお面制作ワークショップ

明見湖公園

明見湖を護る、みんなの手
指定管理者である「母さんの楽校」や「父さ
んの楽校」、「明見湖とその周辺の里山を守
る会」など約20名が参加し、池内に繁茂した
ハスの刈り取り作業を行いました。

明見湖公園ハス刈りの実施

東京・原宿「THE PLUG」

「富士みち」が東京・原宿へ！
サロモンとのプロジェクトでリニューアルを遂げた「中ノ
茶屋」をイメージした「生まれ変わり茶屋」が、8月10日
（月）～16日（日）の期間、東京・原宿の「THE PLUG」
にオープンしました。

富士を駆け抜け、快挙達成！
交通規制や沿道での応援など、市民の皆さまにはご協力をい
ただきありがとうございました。
また、上田瑠偉選手（写真下）が山頂コース（男
子）２連覇、本市在住の吉住友里選手（写真上）
が山頂コース（女子）８連覇を達成しました。おめ
でとうございます。

salomon「生まれ変わり茶屋」PRイベント

富士吉田市戦没者慰霊塔（忠霊塔）

受け継ぐ心、平和の明日へ
富士吉田市遺族会とボーイスカウト富士吉田第1団が、忠
霊塔周辺の合同清掃を行いました。清掃後には、遺族会
による忠霊塔の歴史や戦争に関する講話が行われ、世代
を超えて平和への思いを受け継ぐ機会となりました。

戦没者慰霊塔の清掃活動

毎週火・土曜日　午後２時～２時３０分
毎週　　木曜日　午後６時３０分～７時

　富士吉田市・富士山麓エリアは、火山噴火・土砂災
害・大雪など多様な自然災害リスクを抱える地域です。
　この番組は、富士吉田市の安全対策課（通称「安対」）
の行政担当者や専門家をナビゲーター役に、市民が日
常的に防災知識を楽しく・わかりやすく学べるコミュニ
ティラジオ番組です。

富士吉田市安全対策課 担当者（勝俣さん）
エフエム富士五湖パーソナリティ 三神ミキ

出演者

放送日時

富士吉田市防災ナビ ～おしえて安対さん～新 番 組番組に関する情報

第79回富士登山競走
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犯罪のない、明るい社会を目指して
富士吉田市保護区保護司会と山梨県更生保護女性連盟富
士吉田地区会が来庁し、内閣総理大臣および県知事からの
伝達書が手渡されました。地域における更生保護を推進し、犯
罪のない明るい社会を目指します。

社会を明るくする運動

災害に備える、食の支援協定
災害時の温かい食事の提供に向けて、一般社団法人全
国イベント協会と協定を結びました。同協会からのご支
援の提案により実現したもので、いざという時の備えとし
て、本市のさらなる防災力向上につなげてまいります。

災害時等におけるキッチンカーによる
食事の提供等に関する協定締結式

走る、歩く、その道を快適に
建設安全協議会に加盟する33社の皆さまにより、市道の除
草ボランティア活動が行われました。

建設安全協議会による市道除草ボランティア

市内一円

美しく塗り直された、一筋のライン
富士吉田職業訓練協会の皆さまが、ボランティアで学校
の廊下のセンターラインを塗り替えました。

職業訓練協会によるの廊下の
センターライン塗り替えボランティア

吉田西小学校

市立第四保育園

名産品で化けちゃおう！「よしだのおばけ」
高校生有志グループ「かえる組」によるお面づくりが市内
保育園で開催されました。高校生が本市の名産品などを
モチーフに作成したパーツを園児が選び、「よしだのおば
け」を制作。世代を超えて富士吉田の魅力を知る素敵な
機会となりました。

地域の魅力を伝えるお面制作ワークショップ

明見湖公園

明見湖を護る、みんなの手
指定管理者である「母さんの楽校」や「父さ
んの楽校」、「明見湖とその周辺の里山を守
る会」など約20名が参加し、池内に繁茂した
ハスの刈り取り作業を行いました。

明見湖公園ハス刈りの実施

東京・原宿「THE PLUG」

「富士みち」が東京・原宿へ！
サロモンとのプロジェクトでリニューアルを遂げた「中ノ
茶屋」をイメージした「生まれ変わり茶屋」が、8月10日
（月）～16日（日）の期間、東京・原宿の「THE PLUG」
にオープンしました。

富士を駆け抜け、快挙達成！
交通規制や沿道での応援など、市民の皆さまにはご協力をい
ただきありがとうございました。
また、上田瑠偉選手（写真下）が山頂コース（男
子）２連覇、本市在住の吉住友里選手（写真上）
が山頂コース（女子）８連覇を達成しました。おめ
でとうございます。

salomon「生まれ変わり茶屋」PRイベント

富士吉田市戦没者慰霊塔（忠霊塔）

受け継ぐ心、平和の明日へ
富士吉田市遺族会とボーイスカウト富士吉田第1団が、忠
霊塔周辺の合同清掃を行いました。清掃後には、遺族会
による忠霊塔の歴史や戦争に関する講話が行われ、世代
を超えて平和への思いを受け継ぐ機会となりました。

戦没者慰霊塔の清掃活動

毎週火・土曜日　午後２時～２時３０分
毎週　　木曜日　午後６時３０分～７時

　富士吉田市・富士山麓エリアは、火山噴火・土砂災
害・大雪など多様な自然災害リスクを抱える地域です。
　この番組は、富士吉田市の安全対策課（通称「安対」）
の行政担当者や専門家をナビゲーター役に、市民が日
常的に防災知識を楽しく・わかりやすく学べるコミュニ
ティラジオ番組です。

富士吉田市安全対策課 担当者（勝俣さん）
エフエム富士五湖パーソナリティ 三神ミキ

出演者

放送日時

富士吉田市防災ナビ ～おしえて安対さん～新 番 組番組に関する情報
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いつも癒してくれてありがとう！
いっぱい食べて大きくなってね！

渡辺 将行さん（祖父）
京子さん（祖母）

市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214

渡辺 和さん(3歳)
わたなべ なぎ

Special Issue
P3 看護専門学校 入学生募集
P8 紙類と事業ごみの正しい出し方

まちに響いた
夏の歓声 ！
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